
ア
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得

長

演

洋

一

　
　
目
　
　
　
　
次

月
　
は
　
し
　
が
　
き

＝
　
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得

日
　
イ
ギ
リ
ス
理
論

　
O
　
ア
メ
リ
カ
法
則
及
び
そ
れ
の
イ
ギ
リ
ス
法
則
に
封
す
る
態
度

　
日
　
自
己
株
式
の
買
入
と
そ
の
影
響

　
　
L
　
自
己
株
式
の
買
入
と
會
肚
債
橿
者

　
　
Z
　
自
己
株
式
の
買
入
と
株
主

　
　
　
m
…
自
己
株
式
の
買
入
と
株
主
の
財
産
的
穫
利

　
　
　
⑨
　
肉
己
株
式
の
買
入
と
株
主
の
議
決
椹

　
　
3
。
投
機
行
爲
と
株
主
ー
公
衆

　
　
　
①
　
一
般
的
規
制

　
　
　
⑧
　
特
別
立
法
及
び
取
引
所
に
よ
る
規
罰

　
　
生
　
義
務
的
買
入
ー
ー
特
殊
な
株
主

　
圃
　
自
己
株
式
違
法
買
入
の
効
果

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得

噂
二
五



三
田 　
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得

　
自

己
株
式
適
法
買
入
の
効
果

L
　
取
得
自
己
株
式
の
地
位
－
杜
内
株

2
　
杜
内
株
の
會
計
塵
理

　
ω
　
杜
内
株
の
計
上
方
法

　
㈲
　
肚
内
株
喪
却
の
計
上
方
法

　
㈹

　
杜
内
株
浦
却
の
計
上
方
法

あ
　
と
　
が
　
き

一
二
六

は
　
し
　
が
　
き

　
商
法
第
一
二
〇
條
は
、
改
正
に
よ
り
第
四
號
が
附
加
さ
れ
た
が
、
自
己
株
式
の
取
得
及
び
質
受
の
禁
止
を
定
め
、
そ
の
趣
旨
は
薔
規
定

と
同
じ
で
あ
る
。
印
ち
株
式
は
濁
立
に
し
て
護
渡
可
能
な
財
産
灌
o
置
器
一
房
虜
感
民
蒔
①
9
菩
①
辞
壁
讐
鶏
窃
く
霞
日
農
窪
鴇
Φ
畠
ズ
一
）

の
性
質
を
有
す
る
か
ら
論
理
的
根
捺
か
ら
で
は
な
く
、
特
に
そ
の
買
入
に
よ
り
會
肚
財
政
を
素
胤
し
會
肚
債
構
者
を
侵
害
す
る
。
株
主
へ

の
株
金
の
返
還
、
ひ
い
て
は
そ
の
方
法
に
よ
り
株
主
李
等
の
原
則
を
破
壊
す
る
。
又
會
肚
の
自
己
株
式
の
投
機
、
或
は
総
會
の
決
議
へ
の

影
響
等
の
弊
害
を
考
慮
し
て
の
政
策
的
理
由
に
よ
る
と
さ
れ
る
（
二
）
。
然
し
、
解
繹
上
並
び
に
立
法
論
的
に
問
題
黙
多
く
、
殊
に
株
金
全

額
沸
込
主
義
（
一
七
七
1
・
二
八
O
ノ
六
・
二
八
○
ノ
九
）
の
現
在
で
は
、
嘗
て
と
異
り
株
金
未
沸
込
濟
株
式
を
取
得
し
て
確
定
的
出
資

義
務
者
を
失
う
と
い
う
惧
は
な
く
（
三
）
、
從
つ
て
禁
止
理
由
の
一
牛
は
消
滅
し
て
い
る
（
四
）
。

　
翻
つ
て
外
國
法
制
で
は
必
ず
し
も
全
て
が
我
國
と
同
じ
態
度
を
探
る
も
の
で
は
な
く
（
五
）
、
ま
た
特
に
ア
メ
リ
カ
で
は
大
部
分
の
州
が
、

嚴
格
な
禁
止
法
則
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
法
則
に
從
う
二
、
三
の
州
と
は
反
封
の
態
度
を
探
る
。
以
下
此
に
つ
い
て
概
観
す
る
。



（
一
）
　
＞
●
男
8
昌
斜
∪
器
即
o
o
窪
α
R
》
o
謡
8
磯
o
器
一
『
o
げ
臥
一
〇
昌
一
〇〇
刈
㎝
惚
憲
●

（
二
）
　
田
中
（
耕
）
改
正
會
肚
法
概
論
昭
和
一
七
年
四
三
八
頁
、
大
濱
　
改
正
會
肚
法
概
論
昭
和
二
六
年
一
九
一
頁
、
石
井
　
商
法
昭
和
二
六
年
二
三
二

　
頁
、
大
森
「
自
己
株
式
の
取
得
」
法
學
論
叢
二
九
巻
七
八
一
頁
な
ほ
、
田
中
（
誠
）
新
會
肚
法
論
昭
和
二
六
年
二
一
二
頁
及
び
松
田
　
曾
杜
法
概
論
昭

　
和
二
六
年
一
六
五
頁
参
照
。

（
三
）
響
て
の
沸
込
未
濟
株
式
の
取
得
の
場
合
に
も
、
抑
込
義
務
混
同
滑
滅
説
と
非
消
滅
説
と
が
あ
つ
た
。
そ
れ
ら
に
つ
き
、
猪
脱
　
株
式
會
社
本
質
諭

　
昭
篇
一
四
年
四
〇
三
頁
及
び
大
森
前
掲
七
八
五
頁
参
照
。

（
四
）
　
大
隅
・
大
森
逐
條
會
肚
法
解
説
昭
和
二
七
年
一
四
五
頁
。

（
五
）
　
大
森
　
前
掲
七
八
九
i
九
一
頁
、
な
お
ド
イ
ッ
株
式
法
O
o
器
“
警
R
》
蓋
窪
α。
窃
亀
。
。
冨
津
窪
β
巳
区
o
琶
轟
巳
話
8
亀
竃
訂
｛
件
g
聾
｛

　
酵
臨
g
〔
＞
霞
一
8
σ
q
窃
卑
呂
這
零
ゆ
9
（
一
）
滲
照
。

ニ
　
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得

　
　
e
　
イ
ギ
リ
ス
法
則

　
嘗
て
ア
メ
リ
カ
に
於
い
て
は
制
定
法
に
よ
る
又
は
基
本
定
款
に
よ
る
制
限
な
き
場
合
に
、
會
杜
は
そ
の
資
産
を
自
己
株
式
の
買
入
に
充

て
得
る
か
に
つ
き
到
例
の
激
し
い
葛
藤
を
見
せ
て
い
た
。
一
は
イ
ギ
リ
ス
に
倣
う
も
の
で
あ
り
、
他
は
今
日
支
配
的
と
な
つ
て
い
る
ア
メ

リ
カ
法
則
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
に
於
い
て
は
、
自
己
株
式
の
買
入
取
得
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
會
肚
の
能
力
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
基
本
定
款

ヨ
o
日
o
量
民
ロ
ヨ
9
器
8
息
暮
δ
旨
に
明
交
を
以
て
授
権
さ
れ
な
く
と
も
會
肚
の
目
的
に
附
随
す
る
限
り
、
會
肚
は
自
己
株
式
の
買
入
に

つ
き
黙
示
の
灌
限
帥
β
忌
8
宕
譲
段
を
有
す
る
と
す
る
到
例
も
み
ら
れ
る
（
一
）
。
然
し
一
八
八
七
年
に
貴
族
院
に
於
い
て
確
定
さ
れ
た

弓
器
く
q
‘
譲
窯
薯
o
旨
げ
（
三
）
の
理
論
が
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
法
律
と
な
つ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽
二
七



　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
八

　
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
會
肚
の
自
己
株
式
の
買
入
は
基
本
定
款
が
取
締
役
會
に
そ
の
灌
限
を
與
え
て
い
る
と
否
と
に
か
』
わ
り
な
く
灌
限
外

三
賃
ρ
二
お
ω
で
あ
り
無
敷
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

　
譲
暮
8
ロ
卿
は
、
會
肚
は
自
身
の
構
成
員
と
な
れ
ぬ
か
ら
と
し
、

　
瞑
霞
8
ぽ
一
一
卿
に
よ
れ
ば
、
一
、
も
し
も
會
肚
が
再
費
却
の
意
圖
を
以
て
そ
の
自
己
株
式
を
取
得
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
自
己
株

式
に
よ
る
授
灌
さ
れ
ざ
る
投
機
で
あ
り
、
自
己
株
式
の
取
引
四
け
壁
臼
o
目
閃
言
浮
①
魯
畦
霧
で
あ
る
。
二
、
も
し
も
會
肚
が
か
』
る
株

式
を
再
獲
行
し
費
却
す
る
意
圖
が
な
け
れ
ば
、
買
入
は
資
本
の
無
敷
且
っ
授
権
さ
れ
ざ
る
減
少
と
な
る
。
何
故
な
ら
資
本
減
少
は
株
主
総

會
の
特
別
決
議
と
裁
到
所
の
認
可
ω
嘗
9
凶
9
と
に
よ
つ
て
の
み
敷
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
と
さ
れ
る
。
こ
れ
以
來
、
イ
ギ
リ
ス

で
は
自
己
株
式
の
買
入
は
基
本
定
款
に
よ
り
明
文
を
以
て
授
灌
し
て
も
無
敷
で
あ
る
（
三
）
。

　
ア
メ
リ
カ
に
於
い
て
右
の
イ
ギ
リ
ス
法
則
に
從
つ
て
到
例
の
論
撮
と
す
る
の
は
、
會
肚
は
確
定
さ
れ
た
資
本
の
額
を
増
減
出
來
な
い
こ

と
（
四
）
及
び
自
己
株
式
の
買
入
の
如
き
取
引
は
株
主
及
び
債
灌
者
に
封
す
る
詐
欺
と
な
る
こ
と
（
五
）
の
み
で
な
く
、
か
』
る
行
爲
は
會
肚

の
本
來
の
目
的
と
は
相
容
れ
な
い
。
從
つ
て
授
灌
さ
れ
ざ
る
目
的
へ
の
會
肚
資
産
の
流
用
で
あ
る
（
六
）
こ
と
で
あ
る
。
か
よ
う
に
三
霞
”

＜
罵
窃
理
論
に
固
執
す
る
限
り
、
自
己
株
式
の
買
入
は
、
善
意
に
且
っ
全
株
主
の
同
意
を
得
而
も
債
灌
者
侵
害
の
意
圖
な
く
と
も
、
巨
霞
”

＜
嘗
8
の
故
に
禁
止
さ
れ
る
（
七
）
。

　
然
し
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
イ
ギ
リ
ス
法
則
は
漸
次
そ
の
支
持
を
失
い
、
第
一
次
大
戦
後
殊
に
一
九
三
〇
年
以
降
に
著
し
く
、
現
在
で
は

僅
か
に
二
・
三
州
の
み
が
此
を
奉
じ
る
に
過
ぎ
な
い
（
八
）
。

（
一
）

（
二
）

》
●
卜
o
〈
ざ
℃
ユ
奉
8
0
0
壱
o
鍔
ユ
8
ω
”
民
魯
㊦
ぽ
O
o
葺
8
一
一
3
0
マ
O
一
9

旨
●
＞
℃
マ
O
器
u
直
O
P



（
三
）
　
い
o
〈
ざ
8
ら
o
霊
℃
●
臼
O
卑
の
2
●
＞
書
↓
o
℃
ゲ
卑
芦
軍
ぼ
o
首
一
霧
9
0
0
ヨ
冨
塁
い
鋤
≦
お
畠
℃
マ
刈
鮒
一
蜀
●

（
四
）
（
五
）
　
O
冨
欝
山
巴
一
ダ
一
営
8
一
P
認
O
o
昌
ダ
お
，
認
》
タ
幻
o
質
闘
9
ζ
9
鴎
覧
卑
ロ
創
日
讐
段
0
9
質
2
象
ε
嵩
巴
窯
g
げ
餌
艮
8
、
閃
餌
昌
騨
さ
舛

　
ζ
傘
8
0
0
Ψ
爵
》
F
“
ρ

（
六
）
　
累
O
円
㈲
鋤
昌
ダ
U
O
零
一
〇
〇
㎞
乱
O
O
ゲ
一
〇
ω
駐
ピ
一
刈
］
Z
●
¢
㎝
㎝
OO
脚
O
O
℃
℃
汐
く
●
O
吋
O
O
巳
窃
の
艶
即
◎
嵩
の
0
9
0
9
い
O
O
O
O
O
ゲ
δ
ω
蔚
鱒
刈
趣
醜
ω
》
臼
p
男
O
や

　
餐

貸
∪
艶
跨
亀
－
唇
○
お
ピ
＝
跨
ぴ
o
陽
0
9
〈
5
薯
一
α
q
び
q
ψ
　
一
凝
↓
o
ロ
P
一
蜀
器
O
弾
零
曹
Q
o
誰
。

（
七
）
　
O
｝
男
一
①
8
ゲ
9
0
旨
び
b
亀
貯
9
浮
o
い
鋤
零
縁
℃
属
等
讐
①
O
o
趨
o
冨
瓢
o
昌
む
紹
℃
●
o
o
器
．

（
八
）
　
O
》
国
薄
o
げ
R
勲
鵠
臨
顎
劇
巴
一
弩
ユ
昌
9
0
b
O
o
壱
σ
鑓
ユ
o
霧
鐙
＆
㌘
8
轟
’

　
　
ロ
　
ア
メ
リ
カ
法
則
及
び
そ
れ
の
イ
ギ
リ
ス
法
則
に
封
す
る
態
度

　
ア
メ
リ
カ
法
則
と
呼
ば
乳
る
ア
メ
リ
カ
の
多
敷
法
則
に
よ
れ
ぼ
、
支
沸
可
能
な
會
枇
8
辱
①
暮
8
壱
o
鑓
菖
9
は
、
定
款
賃
誉
一
霧
亀

．
蓉
o
苔
o
量
蝕
§
又
は
制
定
法
に
よ
り
明
か
に
禁
止
さ
れ
な
い
と
き
に
、
善
意
に
し
て
、
債
灌
者
を
侵
害
せ
ず
、
且
剰
飴
金
よ
り
す
る
な

ら
ば
、
自
己
株
式
を
適
法
に
買
入
出
來
る
（
ね
）
。
そ
の
實
際
的
理
由
は
「
イ
ギ
リ
ス
法
則
は
鯨
り
に
挾
隆
で
あ
り
、
そ
し
て
不
當
に
慣
行

的
事
業
要
求
を
無
覗
す
る
と
い
う
大
部
分
の
ア
メ
リ
カ
の
裁
到
所
に
於
け
る
感
情
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
（
二
）
。
」
イ
ギ
リ
ス
で
は
軍
純
に

自
己
株
式
の
買
入
を
禁
じ
、
そ
の
例
外
を
認
め
る
必
要
が
從
來
生
じ
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
（
三
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の
の
　
　
　
　
　
　
　
の
ご
　
の
　
　

　
そ
の
實
際
上
の
理
由
は
別
と
し
て
理
論
的
根
撮
は
、
第
一
に
↓
お
く
霧
く
譲
置
ヨ
畦
夢
で
は
再
費
却
誘
ω
巴
①
の
た
め
に
自
己
株
式

を
買
入
れ
る
の
は
會
杜
に
授
権
さ
れ
て
い
な
い
取
引
と
さ
れ
た
。
然
し
會
肚
が
贈
與
又
は
遺
購
ひ
q
酵
曾
幕
2
霧
サ
に
よ
り
取
得
し
た
自

己
株
式
を
費
却
す
る
會
枇
の
灌
限
に
は
疑
問
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
然
し
な
お
此
は
自
己
株
式
の
取
引
に
違
い
な
い
（
四
）
（
五
）
。

　
又
軍
に
自
己
株
式
の
買
入
を
會
肚
の
目
的
以
外
へ
の
資
金
の
流
用
齪
ち
三
霞
鋤
≦
器
の
と
す
る
。
然
し
本
來
三
霞
”
〈
旨
窃
な
る
語

け
、
蓮
法
な
、
明
ら
か
に
禁
止
さ
れ
た
叉
は
公
盆
に
反
す
る
行
爲
で
は
な
ぐ
、
輩
に
會
肚
の
目
的
の
範
園
外
の
げ
璽
o
＆
9
0
の
8
需
9

　
　
　
　
ア
メ
ダ
カ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
一
九



　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇

8
暑
o
壁
富
℃
葺
言
紹
帥
ち
文
字
通
り
灌
限
外
げ
亀
o
民
津
の
言
≦
窪
行
爲
に
封
し
て
用
い
ら
れ
た
（
六
）
。
然
る
に
そ
の
語
義
は
蹟
大

し
、
蓮
法
行
爲
も
公
盆
に
反
す
る
行
爲
も
包
含
す
る
に
至
つ
て
い
る
。
か
』
る
混
同
し
た
用
語
の
使
用
は
事
態
の
究
明
に
妨
げ
と
な
る
。

ア
メ
リ
カ
法
則
の
下
で
も
一
定
の
場
合
の
自
己
株
式
の
買
入
は
制
定
法
又
は
普
通
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
灌
限
の
語
又
は

巳
賃
蝉
≦
話
ω
の
語
を
用
い
て
慮
せ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
特
定
の
間
題
に
適
用
さ
れ
る
政
策
爵
0
8
一
一
昌
8
嘗
9
匡
o
け
0
8
ヨ
①

員
o
匡
①
B
に
基
く
法
則
に
よ
り
律
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
七
）
。
ま
た
8
巷
o
轟
富
程
些
自
凶
な
の
間
題
が
、
會
肚
は
8
冨
9
蔓
を

有
す
る
や
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
決
定
出
來
る
時
代
は
、
過
ぎ
去
つ
て
い
る
。
會
肚
の
構
限
は
、
抽
象
的
に
述
べ
る
こ
と
は
出
來
な
い
。

そ
れ
は
事
實
及
び
利
害
關
係
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
法
律
政
策
も
之
に
封
雁
す
べ
き
で
あ
る
。
會
肚
は
何
を
爲
し
得

る
か
、
毛
ゲ
暮
o
塁
些
0
8
葛
o
壁
菖
9
α
9
で
は
な
く
會
肚
は
何
を
爲
す
こ
と
を
許
さ
る
べ
き
か
≦
ゲ
讐
昏
9
置
自
些
0
8
学

言
壁
自
8
富
冨
同
目
鐸
a
ε
3
吋
の
段
階
で
あ
る
（
九
）
。
自
己
株
式
の
買
入
が
凡
ゆ
る
場
合
に
不
正
義
不
公
正
を
齎
ら
す
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
行
爲
と
結
果
が
安
當
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
己
株
式
の
買
入
を
許
容
す
る
の
が
ア
メ
リ
カ
法
則
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
自
己
株
式
の
買
入
は
資
本
の
減
少
を
齎
ら
す
と
す
る
鮎
で
あ
る
。
然
し
買
入
は
必
然
的
に
減
資
の
効
果
を
齎
ら
す
も
の
で
は

な
い
と
い
え
よ
う
。
イ
ギ
リ
ス
法
則
の
理
論
の
暇
疵
は
こ
の
黙
に
あ
る
（
二
一
）
と
い
え
る
。
資
本
は
必
ず
し
も
會
肚
以
外
の
者
の
有
す
る

株
式
か
ら
算
出
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
も
の
で
は
な
い
。
右
の
計
算
方
法
が
絶
封
的
要
請
と
さ
れ
』
ば
、
適
式
な
減
資
手
績
を
踏
ま
ぬ
限
り
自

己
株
式
の
取
得
は
無
効
と
さ
れ
よ
う
（
二
）
。

　
ア
メ
リ
カ
法
則
で
は
法
に
よ
り
許
さ
れ
た
場
合
を
除
き
資
本
の
減
少
を
禁
止
す
る
制
定
法
の
下
で
は
、
自
己
株
式
の
取
得
は
減
資
に
な

ら
な
い
。
減
資
の
効
果
の
生
じ
る
の
は
か
』
る
取
得
行
爲
の
な
さ
れ
た
事
情
と
意
圖
荘
o
巳
8
嵩
ヨ
馨
睾
8
ω
目
α
日
＄
暮
＆
些
妻
注
9

9
0
昏
畦
①
ω
貰
Φ
括
鎚
8
三
お
α
に
懸
つ
て
い
る
。
株
式
は
取
得
に
よ
り
混
同
消
滅
し
な
一
ロ
9
ヨ
o
茜
＆
”
民
o
×
仲
ぎ
磯
鼠
昌
a
。



會
肚
が
株
式
を
消
却
し
な
い
な
ら
ば
、
株
式
は
軍
に
休
止
の
欺
態
”
ω
冨
零
9
の
器
冨
塁
帥
o
貸
3
賊
簿
四
ヨ
け
に
止
り
、
何
時
で
も
再
獲

行
出
來
る
（
一
二
）
。

　
第
三
に
、
自
己
株
式
の
買
入
は
詐
欺
男
轟
且
と
な
る
と
イ
ギ
リ
ス
法
則
は
し
た
。
然
し
全
て
の
場
合
に
自
己
株
式
の
買
入
が
會
肚
債

灌
者
と
株
主
に
封
し
て
詐
欺
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
自
己
株
式
の
買
入
に
よ
り
會
肚
が
支
沸
不
能
と
な
つ
た
り
、
債
権
者
の
た
め
の
最

低
捲
保
基
金
竃
ぢ
留
緯
鴨
壁
葺
冨
8
民
ω
§
閃
g
参
貯
O
霧
亀
8
湿
ヰ
詔
一
警
げ
蒔
R
た
る
資
本
を
毅
損
し
た
り
す
る
場
合
や
、
株
主
問

の
お
『
諏
奉
＜
o
菖
轟
の
窪
窪
凶
什
ザ
を
攣
更
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
り
、
特
定
の
株
主
を
優
遇
す
る
た
め
に
な
さ
れ
る
場
合
に
は
詐
欺
と

な
る
。

　
制
定
法
に
よ
り
明
示
的
又
は
黙
示
的
に
自
己
株
式
の
買
入
を
許
さ
れ
る
の
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
常
に
そ
の
取
引
が
公
正
に
し
て
善
意

で
あ
り
貯
梓
醤
α
日
碧
a
貯
一
些
で
あ
り
、
實
際
の
又
は
想
像
的
詐
欺
な
く
ヰ
8
坤
o
日
h
壁
邑
8
9
巴
9
8
房
霞
琴
岳
奉

そ
し
て
會
肚
が
支
沸
不
能
で
も
解
散
の
段
階
に
も
な
い
場
合
に
し
て
且
資
本
の
殿
損
な
き
場
合
で
あ
る
（
一
三
）
。
然
も
詐
欺
の
語
は
右
の

要
件
の
全
て
に
つ
い
て
す
ら
用
い
ら
れ
る
。
現
在
で
は
資
本
要
請
S
筥
琶
お
ρ
忌
お
目
o
導
の
根
本
理
論
は
信
託
基
金
理
論
で
な
く
詐

欺
の
理
論
で
あ
る
（
一
四
）
（
一
五
）
。

　
詐
欺
の
理
論
が
イ
ギ
リ
ス
法
則
と
ア
メ
リ
カ
法
則
を
分
つ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

「
到
例
法
些
o
婁
o
蒔
算
9
き
島
9
一
ぐ
は
、
制
定
法
の
禁
止
な
き
場
合
に
於
け
る
、
自
己
株
式
の
買
手
と
な
る
會
肚
の
灌
利
を
認
め

る
。
：
：
然
し
こ
の
法
則
を
最
も
明
確
に
述
べ
且
つ
認
め
た
裁
到
所
は
衣
の
如
き
こ
の
法
則
に
附
随
す
る
原
則
8
＝
葺
段
巴
冥
ぢ
9
覧
o

を
最
も
明
瞭
に
守
り
且
嚴
格
に
強
行
す
る
。
即
ち
自
己
株
式
の
買
入
が
會
肚
債
擢
者
の
灌
利
へ
の
詐
欺
則
ち
侵
害
又
は
損
害
と
な
る
と
き

に
は
、
會
肚
は
か
』
る
買
手
と
な
り
得
な
い
。
：
：
債
灌
者
に
な
さ
れ
る
詐
欺
又
は
侵
害
と
損
害
ぢ
旨
蔓
睾
2
0
器
の
危
瞼
は
、
イ
ギ

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
一



　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
ニ

リ
ス
裁
到
所
を
し
て
曾
社
は
自
己
株
式
の
買
手
と
な
り
得
ず
と
の
法
則
を
確
立
せ
し
め
、
且
つ
そ
れ
に
固
執
せ
し
め
る
最
も
有
力
な
理
由

の
一
で
あ
つ
た
。
・
：
・
本
邦
は
於
け
る
大
部
分
の
裁
到
所
の
此
と
反
封
法
則
の
見
解
は
、
會
肚
債
権
者
の
安
全
は
、
上
述
の
附
随
原
則
の

認
識
と
強
行
に
あ
る
。
こ
の
原
則
が
な
け
れ
ば
會
砒
債
灌
者
は
最
も
危
瞼
な
立
場
跨
o
ω
け
ξ
鋸
包
o
臣
彗
α
究
三
9
一
も
。
宕
ω
葺
9
を

占
め
る
で
あ
ろ
う
。
」
（
】
六
）

「
も
し
も
買
入
が
會
肚
の
職
員
O
岳
o
R
の
み
の
に
し
て
株
主
一
般
の
に
非
ざ
る
利
盆
を
増
す
た
め
に
な
さ
れ
た
こ
と
が
、
又
は
も
し
亀

一
部
の
株
主
の
に
し
て
全
株
主
の
に
非
ざ
る
利
盆
の
た
め
に
、
又
は
全
株
主
又
は
一
部
の
株
主
の
侵
害
の
た
め
に
な
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ

れ
た
な
ら
ば
、
又
は
も
し
も
買
入
が
債
灌
者
の
侵
害
と
な
る
、
又
は
會
肚
が
設
立
さ
れ
た
目
的
を
破
壊
す
る
な
ら
ば
、
又
は
買
入
が
そ
の

他
の
詐
欺
的
目
的
浄
鐘
3
一
〇
昌
害
昌
o
紹
の
た
め
に
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
衡
雫
法
裁
到
所
O
げ
塁
8
貸
は
干
渉
す
る
。
」
（
一
七
）

　
灌
利
に
せ
よ
権
限
に
せ
よ
、
そ
の
濫
用
は
許
さ
る
べ
き
で
な
い
が
、
濫
用
を
恐
れ
て
灌
利
、
灌
限
の
否
定
は
行
過
ぎ
で
あ
る
。
會
肚
は

そ
の
目
的
と
結
果
の
良
否
に
關
係
な
く
凶
員
①
呂
9
甑
く
Φ
9
閃
o
a
霞
び
鑑
b
ロ
壱
o
ω
ρ
0
9
0
9
塁
α
お
ω
三
巨
自
己
株
式
取
得
禁
止

の
專
横
な
法
則
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
不
當
に
妨
害
さ
る
べ
き
で
は
な
い
（
一
八
）
。

　
　
〔
注
〕
自
己
株
式
の
買
入
に
つ
き
制
定
法
に
よ
る
規
制
を
訣
く
州
の
中
で
、
所
謂
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
普
通
法
々
則
冨
霧
器
畠
審
9
富

　
O
o
旨
ヨ
自
－
ピ
”
名
旨
一
①
を
採
用
す
る
州
に
於
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
法
則
と
異
り
、
資
本
が
買
入
に
よ
り
殿
損
さ
れ
た
叉
は
殿
損
さ
れ

　
る
軍
な
る
事
實
は
買
入
を
無
効
と
し
な
い
。
然
も
減
資
に
關
す
る
制
定
法
の
規
制
は
斯
る
買
入
を
禁
止
す
る
も
の
と
は
さ
れ
な
い
。
こ

　
の
見
解
は
債
灌
者
と
一
般
株
主
に
と
つ
て
危
瞼
極
寸
り
な
い
。
そ
れ
は
纏
醤
者
の
灌
限
に
つ
い
て
不
嘗
に
も
寛
大
で
あ
る
（
一
九
）
。

（
一
）
　
O
＞
●
悶
一
9
9
0
ぴ
o
や
o
一
件
●
マ
o
o
O
↑

　
自
己
株
式
の
買
入
に
つ
い
て
の
制
定
法
の
規
定
は
次
の
如
し
。

①
諺
曳
①
8
げ
R
）
O
や
O
ヂ
盗
鵠
蕊
）
鵠
認
に
よ
る
。
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壱
o
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O
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劇
①
民
g
U
窪
＄
島
窃
仁
＆
窪
屯
一
8
ぽ
。
・
＞
ぎ
ざ
目
8
窪
謬
O
㌣
刈
9
　
番
場
嘉
一
郎
　
株
式
制
度
論
昭
和
二
四
年
一
六
七
頁
に
引
用
。

　
　
妻
o
N
目
の
g
o
や
o
ぎ
や
誌
ω
嚇
O
＞
●
包
o
言
ぽ
N
⑫
鵠
紹
｝
曾
↓
ゲ
o
ヨ
窟
o
口
O
o
ヨ
ヨ
o
馨
卑
ユ
g
8
跨
o
い
餌
毛
o
｛
O
o
も
自
鋤
件
一
〇
拐
ω
葬
国
9

　
　
　
　
　
ω
8
〈
8
。
）
＝
壁
畠
げ
o
o
犀
o
昌
浮
o
ピ
”
妻
o
隔
O
o
む
o
旨
謡
o
霧
這
お
や
N
ミ
●

　
　
イ
ギ
リ
ス
で
は
會
肚
へ
の
贈
奥
は
許
さ
れ
な
い
。
因
律
げ
矯
‘
毒
昌
匡
霧
（
る
8
）
鱒
o
プ
霞
に
於
い
て
、
沸
戻
を
う
け
ず
に
の
畦
器
巳
段
さ
れ

た
株
式
は
會
砒
の
た
め
の
信
託
に
於
い
て
所
有
さ
れ
る
と
剣
決
さ
れ
た
。
こ
の
判
決
は
次
の
黙
で
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
一
、
受
託
者
は
か
餌
る
株
式

を
喪
却
の
た
め
の
杜
内
株
と
し
て
℃
R
餌
8
箆
0
3
に
使
用
す
る
た
め
所
有
出
來
る
。
然
も
必
然
的
に
清
却
も
減
贅
も
伴
わ
な
い
。
二
、
受
託
者
が
會

肚
の
指
示
に
從
い
議
決
椹
を
行
使
す
べ
き
取
極
の
條
款
冥
薯
宮
8
珠
夢
o
甜
8
0
ヨ
〇
三
は
有
敷
で
あ
る
。
但
し
か
』
る
株
式
は
配
嘗
を
う
け
る
か

否
か
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
ピ
薯
ざ
o
マ
o
答
マ
8
0
●
か
』
る
塵
置
が
出
來
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
株
式
の
購
與
と
同
じ
で
あ
る
。
右
の
如
く
、
全
額



挑
込
濟
な
ら
ば
株
主
は
そ
の
株
式
を
贈
與
の
方
法
に
よ
り
會
杜
の
た
め
の
受
託
者
に
交
付
出
來
る
。
然
し
此
は
鍔
昌
①
巳
R
で
は
な
い
。
↓
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ξ
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o
や

ゑ
炉
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目
ω
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雰
唱
臼
O
o
器
霧
－
＝
帥
巳
ざ
い
｝
‘
言
ゆ
o
＝
R
ξ
〈
●
勾
o
記
騨
巳
鼠
貰
毛
o
＆
溜
　
ψ
ω
・
O
o
・
｝
ピ
耳
（
一
8
ω
）
N
魯
・
置
．
．
｝

8
ヨ
冨
昌
o
§
き
芒
〇
四
。
。
訂
3
げ
o
罷
R
o
＝
富
o
F
国
く
o
蔓
跨
睡
o
注
o
㎏
o
雰
訂
お
即
毒
富
昏
R
建
ξ
窓
箆
9
ぎ
計
ぎ
く
o
一
く
9
餌
お
魯
畠
8

0
剛
o
昌
一
酔
巴
”
薯
冨
島
一
ω
β
巳
”
零
㌦
巳
o
蓉
o
）
け
毛
富
昌
。
。
帥
ま
ユ
o
ロ
亀
ξ
島
①
o
o
q
件
●
、
、

　
（
六
）

　
（
七
）

　
（
八
）

　
（
九
）

（
一
〇
）

（
一
一
）

　
　
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
み
減
少
出
來
る
（
㈱
鴇
口
（
穿
）
）
の
み
。
か
く
て
實
質
的
に
は
減
費
せ
ず
と
同
蜥
。

　
　
得
に
つ
き
贅
本
と
株
式
の
關
連
を
保
た
し
め
て
も
、

（
一
二
）

（
一
三
）

（
一
四
）

　
　
い
わ
れ
る
切
巴
『
夏
ぎ
O

か
一
五
）

　
　
債
務
支
梯
の
た
め
の
信
託
基
金

　
　
る
。

　
　
債
穫
者
は
贅
本
に
等
し
い
贅
産
が
存
在
す
る
と
信
頼
す
る
も
の
で
、

　
ω
宕
く
o
霧
｝
o
℃
●
o
一
け
●
ゆ
露
．
　
　
　
　
ω
巴
ポ
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ぎ
⑦
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o
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●
唯
oo
曽

　
ω
け
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の
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げ
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切
巴
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ω
8
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霧
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℃
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ミ
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℃
●
o
ぎ
マ
一
留
ω
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o
O
”
一
●
O
o
ぢ
．
O
o
山
①
吻
嵩
8
・

　
株
式
と
資
本
の
關
蓮
に
つ
い
て
は
我
商
法
二
一
二
條
一
項
但
書
・
二
二
二
條
に
つ
い
て
の
學
説
参
照
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
償
還
株
式
の
償
還
に
於
い
て
、
減
資
す
る
も
、
償
還
さ
れ
た
株
式
株
金
額
総
計
は
8
覧
叶
巴
3
身
o
ユ
9
吋
霧
o
冥
0
8
＆
に
組
入

　
　
　
　
　
　
　
然
も
こ
の
準
備
金
は
株
主
に
勤
し
て
嚢
行
す
る
無
償
株
の
抑
込
に
充
當
し
得
る
（
8
臼
腿
昌
蓉
叶
ゆ
鵠
さ
外
は
減
資
手
績
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箪
に
株
式
と
贅
本
の
關
連
を
保
た
し
め
た
に
す
ぎ
ぬ
。
自
己
株
式
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
虚
置
に
準
じ
れ
ば
難
鮎
は
緩
和
し
や
う
。
な
痴
ド
イ
ッ
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式
法
灘
一
旨
か
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①
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．
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男
一
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ゲ
o
び
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掌
ω
o
o
㌣
ゼ

　
ア
メ
リ
カ
法
則
の
骨
子
と
な
る
こ
の
原
則
は
、
自
己
株
式
の
買
入
取
得
に
つ
い
て
、
殆
ん
ど
實
際
的
な
保
護
と
な
ら
ぬ
程
に
漢
然
と
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
o
マ
o
搾
マ
8
0
。
。
然
し
之
が
ア
メ
リ
カ
法
則
の
基
盤
と
な
つ
て
い
る
の
は
事
實
で
あ
る
。

何
れ
も
賓
本
充
實
を
恢
い
た
場
合
に
債
灌
者
の
立
場
か
ら
、
取
締
役
、
株
主
そ
の
他
の
者
の
責
任
を
認
め
る
た
め
の
理
論
で
あ
る
。
贅
本
は
會
杜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
毎
ω
一
注
民
で
あ
り
、
債
椹
者
は
そ
れ
を
維
持
せ
し
め
る
絶
封
的
穫
利
を
有
す
る
と
す
る
の
が
信
託
基
金
理
諭
で
あ
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o
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器
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o
。
ρ
心
．
で
Oo
8
q
剣
事
に
よ
り
初
め
て
蓮
べ
ら
れ
た
。
之
に
封
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
實
際
に
此
を
訣
く
と
き
は
債
橿
者
に
封
す
る
詐
欺
で
あ
る
と
す
る
の
が
詐
欺
の

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得

二
二
五



　
　
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
六

理
論
ぼ
ゆ
β
α
山
o
o
霞
ぎ
①
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
き
、
ω
富
ぐ
①
器
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や
α
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謬
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〇〇
9
一
8
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ρ
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ω
占
圃
・
もQ
髭
に
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賠
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一
・
男
一
〇
8
ザ
R

麟
㎝
鵠
ω
。
然
し
ω
毘
ゆ
算
ぎ
9
0
マ
o
ぎ
協
o
o
8
は
信
託
塞
金
理
論
に
好
意
を
寄
せ
る
。

（
一
六
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（
一
七
）

（
一
八
）

（
一
九
）国
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ω
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●
ω
昆
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げ
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O
o
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器
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●
臼
o。●

O
露
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①
β
客
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9
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津
霧
箆
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旨
”
〇
一
p
o
｛
竃
鶏
器
崔
霧
o。
轟
一
＝
・

≦
9
ぢ
器
さ
ε
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9
け
●
℃
」
N
S

切
巴
ポ
艮
ぎ
ρ
o
マ
身
。
℃
．
O
O
3
ぢ
域
①
↓
o
畠
昌
o
撃
O
H
き
α
O
o
↓
N
8

①
“
oo
●

男
o
α
・
刈
N
ρ

　
株
式
會
砒
で
は
、

杜
資
産
の
剰
餓
金
雲
壱
冨
ρ
霊
巷
一
一
お
嘆
O
津
ω

　
一
、

自
己
株
式
の
買
入
は
非
難
さ
る
べ
き
で
な
く
、

　
二
、

さ
る
べ
き
で
あ
る
（
三
）
。

　
三
、
買
入
契
約
締
結
嘗
時
に
は
剰
鹸
金
が
存
在
し
た
が
、
支
沸
が
な
さ
れ
又
は
完
結
す
る
以
前
に
剰
蝕
金
を
失
い
又
は
支
梯
不
能
と
な

つ
た
場
合
。
か
』
る
場
合
に
な
お
支
沸
を
な
さ
ん
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
剰
蝕
金
の
存
在
は
現
實
の
支
沸
時
に
存
在
せ
ね
ば
な
ら

な
い
（
四
）
。

　
か
よ
う
に
買
入
れ
得
る
株
式
は
勿
論
如
何
な
る
責
任
も
附
着
せ
ぬ
も
の
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
印
ち
制
定
法
に
よ
り
債
権
者
の
た
め

　
自
己
株
式
の
買
入
と
そ
の
影
響

L
　
自
己
株
式
の
買
入
と
會
杜
債
灌
者

　
　
　
　
　
債
椹
者
は
そ
の
請
求
灌
の
満
足
を
會
杜
資
産
以
外
に
求
め
る
こ
と
を
得
な
い
が
、
資
本
と
債
務
の
総
計
を
超
え
る
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
自
己
株
式
を
買
入
れ
る
な
ら
ば
、
債
灌
者
の
利
盆
は
侵
害
さ
れ
な
い
（
一
）
。

剰
蝕
金
の
あ
る
間
に
買
入
契
約
が
結
ば
れ
、
且
支
沸
が
完
結
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
後
に
支
沸
不
能
ぎ
8
オ
窪
昌
が
生
じ
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
破
産
管
財
人
q
霧
け
8
旨
訂
ロ
ζ
唇
2
は
會
肚
の
回
復
請
求
を
な
し
得
な
い
（
二
）
。

剰
蝕
金
よ
り
支
沸
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
支
沸
不
能
の
原
因
と
な
つ
た
場
合
。
斯
』
る
取
引
は
債
権
者
に
封
す
る
詐
欺
と
看
倣



に
券
面
額
相
當
額
の
追
加
沸
責
任
1
…
3
暮
下
痘
げ
ま
昌
あ
る
株
式
（
五
）
の
買
入
は
、
制
定
法
の
目
的
を
破
る
も
の
と
さ
れ
、
分
割
梯

込
凶
参
富
冒
①
旨
の
如
き
に
よ
り
未
だ
金
額
沸
込
濟
に
な
ら
ぬ
株
式
の
買
入
も
無
効
と
さ
れ
る
（
六
）
の
は
當
然
で
あ
り
、
瞼
與
も
受
け
得

な
い
（
七
）
。

　
ま
た
副
捲
保
8
一
一
暮
震
巴
と
し
て
（
八
）
債
券
の
辮
濟
と
し
て
（
九
）
孚
あ
る
債
灌
の
和
解
四
8
ヨ
矯
o
琶
凶
8
9
曽
＆
8
暮
a
巳
巴
目

濃
巴
房
＃
ぎ
ぎ
5
R
（
一
〇
）
と
し
て
自
己
株
式
を
取
得
す
る
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
則
下
の
州
で
も
許
さ
れ
る
。
因
よ
り
之
も
詐
欺
的

で
あ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
ま
た
支
沸
不
能
時
の
そ
れ
は
詐
欺
的
と
な
る
と
さ
れ
る
（
二
）
。
こ
れ
ら
の
根
擦
は
「
損
害
を
避
け
る
た
め

に
生
じ
る
必
要
性
に
基
く
」
（
三
）
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
初
期
の
到
例
は
こ
の
制
限
さ
れ
た
命
題
を
述
べ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
後

一
般
的
買
入
灌
の
廣
汎
な
命
題
の
根
嫁
と
し
て
使
用
さ
れ
て
し
ま
つ
て
い
る
（
一
三
）
。
か
』
る
行
爲
は
自
己
株
式
を
見
返
り
と
し
て
債
灌

の
消
滅
を
件
う
も
の
で
は
あ
る
が
、
善
意
の
取
引
σ
o
暴
b
号
げ
参
首
窃
馨
量
誘
蝉
o
含
自
で
あ
り
會
杜
を
よ
り
大
な
る
損
害
よ
り
救
う
か

ら
、
債
灌
者
は
異
議
出
來
な
い
（
一
四
）
（
一
五
）
。
買
入
を
明
文
を
以
て
禁
止
さ
れ
る
昌
碧
δ
壁
一
鼠
爵
す
ら
「
善
意
に
な
さ
れ
た
既
存

債
灌
に
基
く
損
害
を
防
ぐ
た
め
に
」
自
己
株
式
を
副
携
保
と
し
て
又
は
　
濟
と
し
て
取
得
出
來
る
。
但
し
取
得
後
六
ヶ
月
以
内
に
費
却
す

る
こ
と
を
要
す
る
（
一
六
）
。

（
一
）
警
∈
一
島
』
霞
覧
臣
℃
門
o
窪
の
の
用
語
は
非
常
に
多
様
に
裁
判
所
に
よ
り
解
さ
れ
る
。
嘗
て
は
一
般
に
鶏
壱
一
団
器
冥
○
史
の
は
株
主
の
出
損
よ
り
或

　
は
會
杜
の
利
益
よ
り
構
成
さ
れ
る
か
に
關
係
な
く
資
本
及
び
債
務
の
超
過
額
勉
黙
霞
窪
8
客
o
お
浮
Φ
。
も
ぎ
区
δ
。
ぎ
号
ぼ
ω
§
隻
一
9
竃
三
霧
で

　
あ
る
と
解
さ
れ
た
（
○
・
＝
。
竃
品
旨
0
9
‘
¢
一
凶
忠
妻
O
O
9
5
一
＞
℃
㌻
U
劉
ω
ρ
一
＆
2
・
ざ
ω
る
8
）
。
然
し
．
兀
來
佛
込
剰
蝕
金
一
）
巳
阜
ぎ
鶏
壱
一
拐

　
は
株
主
の
出
損
に
な
る
も
の
で
あ
り
ー
再
評
債
剰
飴
金
冨
奉
ξ
蝕
8
巽
壱
ぼ
拐
も
同
じ
ー
1
此
を
配
當
・
自
己
株
式
の
置
入
等
に
使
用
す
る
の
は

　
そ
の
彿
戻
と
な
り
、
株
主
や
公
衆
を
日
邑
o
a
す
る
惧
が
あ
る
。
從
っ
て
最
近
の
制
定
法
が
右
の
財
源
と
し
て
獲
得
剰
蝕
金
魯
窪
亀
聲
壱
一
蕩
を
定

　
め
た
の
は
最
も
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る
（
ゆ
亀
餌
馨
写
9
◎
Ψ
鼻
3
℃
。
O
嵩
）
。
そ
の
制
定
法
の
例
と
し
て
は
O
巴
0
9
掌
O
o
号
歌
嵩
8
嵩
O
oo
」
…

　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
七



閃
娼
の

（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
五
）

（
六
）

（
七
）

　
た
。

鱒
O
H
ω
“
8
ω
直
刈
簿

　
（
八
）

　
（
九
）

（
一
〇
）

（
一
一
）

（
一
二
）

（
一
三
）

（
一
四
）

（
一
五
）

　
　
O
（
げ
）
鳩
H
＝
勾
o
ダ

　
　
一
。

（
一
六
）

且
　
自
己
株
式
の
買
入
と
株
主

自
己
株
式
の
買
入
は
ま
た
株
主
を
そ
の
財
産
的
灌
利
と
議
決
朧
に
於
い
て
影
響
し
、

　
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得
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ω
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霧
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無
額
面
株
式
制
度
の
出
現
以
前
に
は
券
面
額
以
下
登
行
の
た
め
に
、
現
物
出
資
の
過
大
評
債
し
て
護
行
し
た
株
式
を
購
與
を
う
け

こ
の
こ
と
は
無
効
で
あ
り
、
各
州
及
び
連
邦
の
青
室
法
ぴ
ぎ
の
ξ
一
署
に
よ
つ
て
も
無
効
と
さ
れ
る
。
窪
ま
呂
き
β
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鷲
8
も
8
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．
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R
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℃
●
一
ω
P

o
o
9
〈
①
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此
等
の
行
爲
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丈
を
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投
機
行
爲
で
は
投
資
家
株
主
の
負
捲
に
於
い
て
會



杜
の
利
盆
を
は
か
る
倶
が
あ
る
。

　
ω
自
己
株
式
の
實
入
と
株
主
の
財
産
的
構
利

　
株
主
に
關
し
て
自
己
株
式
の
買
入
を
認
め
る
理
由
は
、
會
肚
に
よ
る
自
己
株
式
の
買
入
は
株
主
に
と
つ
て
利
盆
的
で
あ
る
と
の
事
實
に

あ
る
。
買
入
れ
ら
れ
た
自
己
株
式
が
、
消
却
さ
れ
る
か
、
或
は
費
却
に
よ
る
差
盆
が
株
主
に
按
分
し
て
模
o
睡
富
分
配
さ
れ
る
か
に
か
曳

わ
り
な
く
、
配
當
又
は
残
鯨
財
産
分
配
の
割
合
の
増
加
の
機
會
は
各
株
式
の
贋
値
を
騰
め
る
如
く
、
そ
の
程
度
迄
株
主
の
株
式
の
贋
値
を

増
す
（
一
）
。
こ
の
理
由
は
、
自
己
株
式
の
買
入
に
封
す
る
株
主
の
異
議
を
認
め
な
い
根
擦
で
あ
る
（
二
）
。

　
か
く
て
取
得
さ
れ
た
株
式
が
取
得
贋
額
以
下
で
賞
却
さ
れ
』
ば
、
そ
の
差
損
は
株
主
に
と
つ
て
損
害
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
が
會
肚
が
資

金
を
欲
す
る
と
き
、
又
は
そ
の
他
一
紹
往
菖
讐
①
”
呂
壁
嘗
唱
ロ
巷
o
器
に
用
い
ら
れ
る
と
き
は
8
巷
o
醤
＄
讐
o
g
－
で
あ
る
株
主
に

と
つ
て
異
議
の
理
由
と
な
ら
な
い
（
三
）
。

　
然
し
、
肚
會
契
約
乃
至
は
株
式
契
約
目
o
ヨ
び
霞
昌
言
8
葺
量
＄
の
ぎ
お
8
暮
轟
9
は
株
主
李
等
の
取
扱
割
ち
持
株
敷
に
慮
じ
た
損

失
と
利
釜
の
分
搬
を
意
味
す
る
。
從
つ
て
自
己
株
式
の
買
入
が
他
の
株
主
の
負
捲
を
檜
す
結
果
と
な
る
と
き
は
、
さ
よ
う
な
株
主
は
異
議

を
申
立
て
得
る
。
買
入
贋
額
が
會
肚
解
散
後
に
株
主
が
受
領
す
る
債
額
を
超
え
る
と
き
は
、
各
株
主
は
肚
員
契
約
の
違
反
あ
り
と
主
張
す

る
椹
利
を
有
す
る
（
四
）
。

　
　
（
一
）
　
0
↓
ザ
o
ヨ
窟
g
●
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や
畠
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℃
●
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9
●
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二
）
　
＝
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磯
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〈
●
閃
o
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〈
【
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O
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帥
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O
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〇
ヨ
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O
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O
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鋒
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印
●
ω
一
設
．
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三
）
　
焦
＝
導
色
昌
く
●
ω
言
審
旨
O
¢
●
¢
合
8
お
9
＝
聾
●
鵠
ρ
3
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9
鱒
塁
●

　
　
（
四
）
　
ω
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霧
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嬉
oo。
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取
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ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇

　
ω
　
自
己
株
式
の
買
入
と
株
主
の
議
決
灌

　
取
得
し
た
自
己
株
式
を
消
却
す
る
こ
と
な
く
所
有
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
も
、
會
肚
は
直
接
に
も
ま
た
受
託
者
を
通
じ
て
問
接
に
も

そ
の
議
決
灌
を
行
使
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
が
（
一
）
、
買
入
に
よ
る
議
決
灌
敷
の
減
少
に
よ
り
残
蝕
の
株
主
の
割
合
的
議
決
灌
お
壁
試
〈
o

く
9
冒
の
ω
窪
窪
閃
9
に
影
響
を
與
え
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
議
決
権
へ
の
影
響
を
理
由
と
す
る
自
己
株
式
の
買
入
に
封
す
る
異
議
は
、
そ
れ
が
剰
鯨
金
よ
り
な
さ
れ
た
か
資
本
か
ら
な
さ
れ
た
か
を

問
わ
な
い
。
何
故
な
ら
會
肚
の
自
己
株
式
買
入
権
限
の
欠
訣
で
は
な
く
、
株
主
に
封
す
る
詐
欺
と
す
る
か
ら
（
二
）
。
然
し
詐
欺
の
事
實
も

顯
れ
ず
悪
意
も
な
い
場
合
に
は
こ
の
異
議
の
成
立
し
な
い
の
は
當
然
で
あ
る
（
三
）
。
詐
欺
又
は
悪
意
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
被
害
者
は

充
分
に
し
て
且
つ
適
當
な
救
濟
を
う
け
る
。

「
裁
到
所
は
取
締
役
又
は
株
主
に
、
多
敷
者
の
議
決
灌
に
よ
る
手
績
を
賢
明
に
進
行
さ
せ
る
こ
と
を
強
制
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
が
、
誠

實
に
行
爲
す
る
こ
と
8
餌
9
ぎ
器
ω
什
マ
又
は
も
し
も
そ
れ
と
異
な
る
行
爲
を
す
れ
ば
そ
れ
を
取
消
す
仁
区
o
こ
と
を
彊
制
出
來
る
。

悪
意
に
て
行
爲
す
る
多
敷
取
締
役
又
は
多
敷
株
主
又
は
そ
の
爾
者
が
、
表
見
上
は
適
法
一
四
毛
建
一
唇
8
富
鼠
8
で
あ
ろ
う
と
も
、
少

敷
株
主
を
出
し
抜
き
9
8
仁
含
話
導
そ
し
て
そ
の
灌
利
を
詐
取
し
よ
う
と
す
る
計
画
を
實
行
す
る
場
合
に
は
、
裁
到
所
は
干
渉
し
そ
し
て

不
法
行
爲
を
矯
正
す
る
8
目
Φ
身
芸
o
≦
8
旨
α
q
」
（
四
）
。

　
　
二
）
＞
菖
零
客
牢
o
α
Q
O
9
＜
’
＝
零
o
嶺
｝
一
〇
一
ζ
器
ω
．
ω
O
oo
い
国
図
冨
簿
o
＝
o
一
ヨ
8
U
O
器
（
乞
。
ゼ
）
島
①
●

　
　
（
二
）
　
ω
8
〈
Φ
ま
”
o
マ
o
搾
℃
マ
爲
O
I
o
o
ρ
ミ
o
H
ヨ
の
霞
o
℃
．
o
罫
O
一
蒋
●

　
　
（
三
）
　
毛
o
『
ヨ
器
び
凶
窪
匙
●

　
　
（
四
）
　
閃
ぼ
昌
昌
‘
閃
8
0
ζ
欄
昌
印
罰
0
9
一
密
2
。
属
，
畠
Go
一
器
2
●
輿
q
8
●

　
　
　
投
機
行
爲
と
株
主
ー
公
衆



ω
　
一
　
般
　
的
　
規
　
制

　
後
述
の
如
く
會
杜
は
取
得
自
己
株
式
を
消
却
の
要
な
く
費
却
出
來
る
。
從
つ
て
投
機
行
爲
も
可
能
で
あ
る
。
然
し
株
式
市
場
贋
格
の
正

確
性
と
株
式
の
自
由
な
る
流
通
性
は
、
株
主
の
考
で
も
あ
る
と
共
に
株
式
市
場
本
來
の
使
命
で
も
あ
る
。
會
肚
が
自
ら
の
特
別
の
情
報
と

且
つ
會
杜
の
資
金
を
以
て
市
場
に
介
入
す
る
こ
と
は
、
右
の
要
請
に
反
す
る
（
一
）
。
情
報
利
用
の
黙
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
、
職
員
達
が

會
肚
の
利
盆
の
た
め
に
な
す
投
機
行
爲
と
、
自
ら
の
利
盆
の
た
め
に
な
す
投
機
行
爲
た
る
と
、
株
主
の
損
害
よ
り
み
れ
ば
そ
の
問
に
差
異

は
な
い
。
從
つ
て
多
く
の
冨
答
≦
葺
R
は
取
締
役
の
投
機
行
爲
に
説
明
を
譲
つ
て
い
る
。
此
庭
で
も
そ
れ
に
倣
う
。
但
し
賠
償
責
任
等

は
行
爲
の
性
質
上
會
肚
に
あ
る
の
は
當
然
で
あ
る
。

　
多
　
　
数
　
　
読

　
株
式
會
肚
は
無
艦
に
し
て
法
の
思
惟
の
中
に
の
み
存
し
、
會
肚
構
成
者
則
株
主
と
は
異
別
な
擬
制
的
法
人
格
（
8
0
は
9
爵
8
員
）
（
二
）

と
す
る
傳
統
的
読
明
に
基
き
多
激
説
は
構
成
さ
れ
る
（
三
）
。
印
ち
取
締
役
は
株
主
と
異
な
る
人
格
者
た
る
會
肚
に
の
み
信
託
的
義
務
を
負

い
、
個
々
の
株
主
に
は
何
ら
の
義
務
も
負
わ
な
い
。
彼
は
特
別
な
調
査
を
せ
ず
に
そ
の
地
位
に
よ
り
取
得
す
る
情
報
を
、
株
主
に
開
示

島
ω
巳
8
畦
①
す
る
義
務
は
な
い
。
言
語
又
は
行
爲
に
よ
る
故
意
的
或
は
積
極
的
不
實
表
示
号
ω
蒔
昌
亀
9
碧
鼠
話
旨
賃
Φ
嘆
①
ω
①
導
甲

ぎ
旨
と
株
主
の
そ
れ
へ
の
信
頼
な
き
限
り
責
任
は
な
い
。

　
少
　
　
敷
　
　
読

　
株
式
の
取
引
を
な
す
取
締
役
職
員
は
株
贋
に
關
す
る
實
質
的
な
事
實
ヨ
跨
豊
巴
鼠
9
ω
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ざ
れ

ば
、
費
手
株
主
又
は
買
手
株
主
は
蒙
つ
た
損
害
の
賠
償
を
講
求
出
來
る
（
四
）
。
「
如
何
様
な
論
理
も
議
論
も
、
取
締
役
は
最
も
重
要
且
つ
合

理
的
な
意
味
に
於
い
て
株
主
の
た
め
の
受
託
者
で
あ
る
事
實
を
破
壊
出
來
な
い
。
：
：
取
締
役
が
そ
の
地
位
に
よ
り
株
式
の
債
値
を
増
す

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
己
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式
の
買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一



　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
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於
け
る
自
己
株
式
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買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二

情
報
を
得
る
場
合
に
は
、
彼
は
こ
の
情
報
を
、
そ
れ
は
第
一
に
會
肚
の
た
め
に
、
究
極
的
に
は
會
杜
の
眞
實
の
所
有
者
で
あ
る
者
の
た
め

に
使
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
充
分
に
期
待
し
て
、
彼
を
そ
の
地
位
に
置
い
た
者
の
た
め
の
信
託
に
於
い
て
所
有
す
る
。
」
（
五
）

　
特
別
事
實
説

　
第
三
に
、
多
敷
説
と
少
敷
説
と
の
折
衷
読
8
目
冥
o
鼠
8
≦
Φ
≦
が
あ
る
（
六
）
。

「
會
肚
に
於
け
る
取
締
役
と
株
主
の
通
常
の
關
係
は
、
取
締
役
が
會
肚
の
株
式
の
贋
値
に
關
し
て
有
す
る
知
識
を
、
彼
が
株
主
よ
り
株
式

を
買
取
る
前
に
、
開
示
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
如
き
信
託
的
性
質
の
も
の
で
な
い
こ
と
が
、
議
論
の
た
め
に
は
容
認
さ
れ
る
と
し
て
も
、

然
も
な
お
、
特
別
な
事
實
の
た
め
に
か
』
る
義
務
の
存
す
る
場
合
が
あ
る
。
」
（
七
）
然
し
如
何
程
に
重
要
で
あ
る
な
ら
ば
開
示
義
務
が
あ
る

か
に
つ
い
て
は
一
定
性
が
な
い
（
八
）
。
蓋
し
不
正
義
不
公
正
を
排
す
る
目
的
を
排
す
る
目
的
か
ら
す
れ
ば
、
取
締
役
に
課
せ
ら
れ
る
義
務

は
特
定
取
引
の
事
情
と
共
に
墜
る
か
ら
で
あ
る
（
九
）
。

　
多
敷
読
は
、
優
越
せ
る
地
位
と
知
識
を
悪
用
し
、
株
主
を
侵
害
す
る
不
徳
義
に
し
て
計
画
的
な
取
締
役
を
不
正
義
に
も
優
遇
す
る
、
非

良
心
的
な
緩
和
な
法
則
と
し
て
非
難
さ
れ
（
一
〇
）
、
ま
た
、
謹
券
市
場
の
機
能
と
投
資
家
が
市
場
を
資
本
回
牧
の
手
段
と
み
る
脛
濟
的
事

實
を
無
覗
す
る
。
投
機
に
ょ
り
株
式
贋
格
を
無
覗
出
來
る
と
い
う
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
（
二
）
。
ま
た
少
敷
説
を
極
端
な
り
と
す
る
も

の
（
二
一
）
、
逆
に
適
正
な
り
と
す
る
も
の
と
あ
る
が
（
一
三
）
、
特
別
事
實
説
が
一
般
的
に
な
る
傾
向
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
一
四
）
。
何
故

な
ら
、
取
締
役
は
全
株
主
が
究
極
的
所
有
者
で
あ
る
會
肚
企
業
の
脛
菅
の
権
利
と
義
務
を
與
え
ら
れ
た
黙
よ
り
す
れ
ば
、
不
實
表
示
と
不

開
示
と
の
匪
別
に
基
く
差
異
は
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
（
一
五
）
。

　
最
後
に
、
被
告
は
原
告
株
主
よ
り
買
取
つ
た
株
式
の
一
部
を
責
却
し
た
が
な
痴
同
種
の
株
式
を
所
有
し
て
い
た
ケ
ー
ス
で
は
、
原
告
の

契
約
解
除
に
よ
り
、
被
告
は
な
お
有
す
る
原
告
の
株
式
の
返
還
と
、
そ
の
不
足
を
補
う
た
め
に
、
そ
の
有
す
る
同
種
の
株
式
の
引
渡
義
務



あ
り
と
到
決
さ
れ
た
（
一
六
）
。

會
肚
の
役
機
行
爲
に
劃
し
て
は
株
主
は
行
爲
そ
の
も
の
に
異
議
灌
を
有
す
る
が
、
そ
の
損
害
を
み
れ
ば
賠
償
を
會
肚
に
求
め
、
或
は
後

述
の
如
く
取
締
役
の
責
任
を
追
求
出
來
る
。

　
爲
し
そ
れ
ら
は
株
主
に
と
つ
て
實
質
的
に
救
濟
と
な
る
と
は
言
い
難
く
、
立
法
論
と
し
て
は
寧
ろ
事
前
に
株
主
総
會
の
承
認
を
必
要
と

す
る
立
法
（
一
七
）
の
方
が
よ
い
と
主
張
す
る
説
を
み
る
（
一
八
）
。
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①
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℃
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貰
宰

　
　
二
〇
器
o
｛
鐸
口
島
仁
巴
岳
く
置
o
口
α
ω
。
（
切
巴
言
三
ぎ
o
o
や
o
諦
畢
℃
●
b
o
一
ω
）

　
　
（
九
）
　
ω
薯
o
霧
》
o
マ
o
霊
》
O
零
り

　
（
一
〇
）
　
国
邑
帥
巨
貯
9
0
や
o
罫
マ
ω
お
．

　
（
一
一
）
　
劇
R
『
俸
］
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g
霧
》
o
や
9
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。
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ア
メ
リ
カ
に
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け
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己
株
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貝
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
囚
四

（
二
一
）
　
切
帥
一
冨
馨
ぎ
ρ
ま
算

（
一
三
）
ω
R
一
〇
欝
蜜
鍔
霧
｝
唱
ヤ
もo
脂
｝
認
9

（
一
四
）
切
醇
ぽ
亀
≦
g
霧
」
庄
穿

　
（
一
五
）
ω
5
〈
9
即
o
マ
o
答
や
＄
α
】
W
巴
鼠
導
ぎ
ρ
o
や
。
霊
質
曽
9

　
（
一
六
）
　
勺
O
O
剛
Φ
＜
．
O
鈴
ヨ
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O
β
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O
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＜
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鋤
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一
ρ
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ψ
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q
“
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頴
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〇
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国
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O
器
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β
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O
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矯
ド
↓
ユ
O
ぎ
鱒
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ω
冒
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F
ω
器
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ω
O
客
ぞ
＜
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刈
占
。

　
（
一
七
）
　
二
、
口
註
ω
参
照

　
（
一
八
）
　
U
＆
9
℃
弩
o
訂
器
き
餌
菊
＆
o
膏
営
一
〇
P
げ
鴇
餌
O
o
愚
o
冨
臨
o
昌
9
一
房
o
毛
旨
ω
げ
醇
器
o
o
O
C
・
焦
℃
空
『
ヵ
o
〈
。
ρ
O
窓
）
℃
b
Σ
①
ー
㏄
矢
澤

　
　
淳
「
自
己
株
式
の
貸
借
封
照
表
計
上
方
法
に
つ
い
て
」
曾
計
第
六
〇
巷
七
號
九
〇
頁
所
牧
。

　
ω
　
特
別
立
法
及
び
取
引
所
に
よ
る
規
則

　
謹
券
取
引
法
ω
o
窪
二
瓜
①
ω
帥
P
自
国
筥
冨
茜
①
》
9
（
お
認
）
九
條
A
項
2
は
人
爲
的
に
株
債
を
攣
動
す
る
こ
と
を
蓮
法
と
し
た
。
然

し
株
債
に
影
響
を
與
え
な
い
よ
う
な
僅
か
な
自
己
株
式
の
費
買
は
、
そ
れ
自
艦
と
し
て
は
違
法
で
な
い
。

　
ま
た
同
條
同
項
六
に
基
き
、
謹
券
取
引
委
員
會
ω
Φ
o
弩
三
霧
餌
区
国
蓉
訂
轟
①
O
o
ヨ
鼠
量
9
は
株
債
の
釘
附
行
爲
を
差
止
め
る

命
令
震
窃
窪
昼
二
9
四
ひ
q
繊
房
叶
も
①
的
讐
b
閃
を
出
す
こ
と
が
出
來
る
。
然
し
か
よ
う
な
霊
一
言
の
は
出
さ
れ
な
か
つ
た
と
い
わ
れ
る
（
一
）
。

　
一
九
二
九
年
の
大
恐
慌
以
來
自
己
株
式
の
操
作
は
公
衆
の
注
目
を
惹
き
つ
け
た
。
た
と
え
ば
≧
一
凶
a
O
冨
旨
一
〇
巴
塁
α
U
冨
O
自
－

宕
一
畳
自
が
一
九
三
二
年
に
行
つ
た
自
己
株
式
の
買
入
は
可
成
の
批
到
を
呼
び
、
又
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
は
上
場
取
消
の
警
告
す

ら
襲
し
て
い
る
。
然
し
こ
の
批
到
論
箏
を
分
析
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
は
買
入
行
爲
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
株
式
の
庭

置
の
秘
密
性
ω
①
R
①
昌
亀
胃
0
8
身
お
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
二
）
。

　
元
來
會
肚
は
實
ぢ
9
筥
Φ
o
コ
o
身
＆
3
段
讐
α
ω
冨
二
首
の
に
基
い
て
行
爲
し
得
べ
き
も
の
で
は
な
い
（
三
）
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株



式
取
引
所
も
ア
メ
リ
カ
會
計
士
協
會
》
糞
霞
言
睾
冒
ω
捧
暮
0
9
》
0
8
一
旨
蜜
夏
も
財
務
諸
表
ヨ
窪
o
芭
ω
蜜
富
ヨ
①
導
ω
の
適
正
な

作
成
と
公
開
と
を
早
く
か
ら
要
求
し
て
來
た
。
そ
し
て
謹
券
法
oり
9
信
ユ
号
ω
》
9
（
ご
o
o
ω
）
及
び
前
述
の
讃
券
取
引
法
は
、
上
場
會
肚

に
は
そ
の
作
成
と
謹
券
取
引
委
員
會
へ
の
提
出
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
ま
た
謹
券
法
の
区
旨
巳
ω
貫
暮
δ
5
を
一
九
三
三
年
に
委
任
さ
れ

た
連
邦
通
商
委
員
會
国
a
忠
巴
↓
轟
号
O
o
ヨ
旨
裟
o
旨
は
肚
内
株
の
同
委
員
會
へ
の
登
録
を
命
じ
た
。

　
一
九
三
三
年
十
二
月
に
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
は
、
爾
後
上
場
株
式
の
會
肚
は
肚
内
株
の
取
扱
い
に
つ
き
取
引
所
に
報
告
の
義

務
を
負
い
、
肚
内
株
の
費
買
に
つ
い
て
は
取
引
所
の
許
可
を
得
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
そ
し
て
一
九
三
四
年
の
讃
券
取
引
法
の
施
行
に
よ

り
會
肚
は
そ
の
謹
券
の
9
霞
叢
窃
の
登
録
を
謹
券
取
引
委
員
會
に
な
さ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
故
に
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
の
右
の
規

制
は
容
易
に
な
り
、
一
九
三
五
年
末
迄
に
は
大
約
七
五
％
の
會
肚
が
此
に
慮
じ
て
い
る
。
然
し
、
他
の
株
式
取
引
所
の
好
例
に
倣
は
な
か

つ
た
よ
う
で
あ
り
、
從
つ
て
少
な
か
ら
ざ
る
會
肚
は
從
前
通
り
の
立
場
に
あ
る
（
四
）
。
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生
　
義
務
的
買
入
ー
特
殊
な
株
主

　
會
肚
は
株
式
の
襲
行
又
は
肚
内
株
の
費
却
を
な
す
に
嘗
つ
て
、
引
受
又
は
買
受
の
二
次
的
誘
因
と
し
或
は
從
業
員
持
株
制
度
①
白
巨
o
零

o
o
6
婁
器
お
置
も
と
結
び
つ
け
て
、
一
定
期
間
内
又
は
一
定
條
件
の
襲
生
あ
れ
ば
、
豫
め
定
め
た
贋
格
で
買
戻
す
約
束
を
な
す
こ
と
が
あ
る
。

　
資
本
の
沸
戻
を
制
限
す
る
制
定
法
又
は
剰
鯨
金
以
外
か
ら
の
自
己
株
式
の
買
入
を
禁
じ
る
制
定
法
の
下
に
あ
り
な
が
ら
、
か
』
る
取
引

は
軍
な
條
件
附
費
却
8
且
庄
8
巴
ω
巴
o
又
は
費
却
及
び
返
還
契
約
鶏
一
〇
器
伽
希
ε
昌
8
舞
β
9
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
髄
で
分
離
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け
る
自
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株
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買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
六

出
來
な
い
o
旨
蹄
o
器
象
且
貯
邑
窪
Φ
と
し
て
こ
の
操
作
の
た
め
に
到
決
に
よ
り
例
外
を
作
つ
た
裁
判
所
が
あ
る
（
一
）
。

　
然
し
こ
れ
を
無
制
限
に
放
任
す
る
こ
と
の
不
嘗
な
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
次
に
類
似
の
事
情
を
示
す
各
場
合
と
比
較
し
て
み
る
。
即
ち

強
制
償
還
條
項
8
目
讐
一
8
員
括
号
目
営
一
8
實
o
＜
巨
9
の
附
さ
れ
た
償
還
株
式
の
所
持
人
は
、
利
息
附
債
椹
者
に
近
い
と
主
張
し

て
も
、
債
灌
者
と
は
さ
れ
ず
、
會
肚
が
支
沸
不
能
時
に
は
か
』
る
株
主
と
雅
ど
も
償
還
を
求
め
得
な
い
（
二
）
。
ま
た
詐
欺
さ
れ
た
株
式
を

引
受
け
た
者
が
引
受
を
取
消
し
て
沸
込
額
を
取
戻
そ
う
と
す
る
と
き
も
、
そ
の
地
位
は
前
者
よ
り
債
権
者
に
近
い
に
も
か
瓦
わ
ら
ず
、
一

般
に
債
椹
者
の
後
順
位
と
さ
れ
て
い
る
（
三
）
。
更
に
前
述
の
如
く
自
己
株
式
買
入
の
た
め
の
剰
蝕
金
の
存
在
は
現
實
の
支
沸
時
に
決
定
さ

れ
、
從
つ
て
責
却
株
主
も
支
沸
不
能
時
に
は
一
般
債
機
者
に
劣
後
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
四
）
。
要
す
る
に
右
の
如
き
條
款
は
引
受
に

基
く
責
任
の
免
除
又
は
引
受
の
取
消
に
等
し
く
、
債
灌
者
や
他
の
株
主
に
と
つ
て
不
公
正
な
結
果
を
齎
ら
す
。
株
式
引
受
に
つ
い
て
の
嚴

格
な
睨
法
行
爲
禁
止
法
則
が
、
か
よ
う
な
緩
和
な
法
則
と
共
存
す
る
の
は
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
（
五
）
。
從
つ
て
一
般
の
自
己
株
式
買
入
同

様
の
制
限
を
課
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
（
六
）
。

（
一
）

（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
五
）
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四
　
自
己
株
式
違
法
買
入
の
敷
果

上
述
の
制
限
に
違
反
し
た
自
己
株
式
の
買
入
に
つ
い
て
は
、

會
肚
の
遽
法
…
£
巴
を
理
由
と
す
る
申
立
ぎ
馨
呂
8
に
よ
り
取
消
さ



れ
得
る
が
、
賞
手
株
主
は
違
法
を
理
由
と
し
て
取
泊
を
求
め
る
こ
と
は
出
來
な
い
の
が
多
敷
法
姐
で
あ
る
（
一
）
。
何
故
な
ら
、
賞
手
株
主

は
か
曳
る
自
己
株
株
の
買
入
に
よ
り
何
等
損
害
を
蒙
ら
ず
、
會
祉
と
そ
の
債
椹
者
の
保
護
を
目
的
と
し
た
法
則
に
基
き
既
履
行
費
却
o
甲

o
o
葺
a
。
。
箔
o
の
解
除
器
ω
9
隆
身
を
費
手
株
主
に
認
め
る
理
由
は
な
い
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
（
二
）
。
然
し
少
敷
の
州
で
は
費
手
株
主

に
も
取
消
樺
を
認
め
る
到
例
を
み
る
（
三
）
。
勿
論
、
費
手
株
主
が
損
害
を
蒙
む
る
揚
合
印
ち
投
機
行
爲
の
犠
牲
と
な
る
と
き
に
は
、
か
瓦

る
株
主
に
は
救
濟
の
與
え
ら
れ
る
の
は
前
述
し
た
。
自
己
株
式
の
買
入
の
取
消
が
認
め
ら
れ
た
場
合
の
費
手
株
主
の
封
贋
返
還
責
任
に
關

し
て
は
、
買
入
が
支
沸
可
能
の
間
に
な
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
不
常
性
を
知
る
と
き
に
認
め
ら
れ
、
債
権
者
あ
る
と
き
は
、
そ
の
債
権
者

と
な
つ
た
時
に
よ
り
異
な
る
。
そ
れ
は
支
沸
可
能
時
に
於
け
る
遠
法
配
雷
受
領
株
主
の
場
合
に
頗
る
類
似
す
る
（
四
）
。

　
支
沸
不
能
な
時
は
勿
論
、
支
沸
不
能
に
な
り
そ
う
な
時
に
會
批
が
自
己
株
式
を
買
入
れ
た
と
き
は
、
そ
れ
は
詐
欺
的
譲
渡
ヰ
弩
身
げ
葺

8
暑
亀
器
8
で
あ
り
、
債
権
者
は
質
手
株
主
よ
り
そ
の
封
債
を
回
復
出
來
る
と
す
る
の
が
多
数
法
則
で
あ
る
（
五
）
。
而
し
て
支
沸
可
能

會
肚
は
た
と
え
資
本
か
ら
自
己
株
式
を
買
入
れ
て
も
、
詐
欺
的
譲
渡
で
は
な
く
、
爾
後
の
債
椹
者
に
勤
す
る
詐
欺
的
意
圖
が
な
い
場
合
に

は
不
嘗
支
沸
時
の
債
者
に
よ
つ
て
の
み
回
復
出
來
る
と
す
る
の
が
從
來
の
多
激
説
で
あ
る
。
然
し
不
嘗
買
入
の
前
後
を
間
わ
ず
、
債
権
者

は
資
本
が
穀
損
さ
れ
な
い
こ
と
を
信
じ
て
信
用
を
與
え
る
と
推
定
さ
れ
る
と
の
理
由
で
回
復
請
求
の
椹
利
を
與
え
ら
れ
る
と
し
た
到
決
が

あ
る
（
六
）
。
こ
の
理
論
は
近
時
の
張
力
な
傾
向
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
七
）
。
而
し
て
債
撚
者
は
破
産
管
財
人
、
牧
盆
管
理
人
に
よ
り
屡
々

代
理
さ
れ
る
。

　
自
己
株
式
の
買
入
が
議
決
灌
株
敷
を
減
少
し
相
封
的
に
多
敷
株
主
に
有
利
と
な
つ
た
場
合
の
救
濟
方
法
に
つ
い
て
は
直
接
に
は
不
明
で

あ
る
。
然
し
、
不
常
議
決
灌
行
使
、
た
と
え
ば
、
枇
内
株
に
つ
さ
議
決
椹
を
行
使
し
た
場
合
、
又
は
議
決
灌
の
行
使
が
不
當
に
阻
止
さ
れ

た
場
合
に
、
そ
れ
が
決
議
の
結
果
に
影
響
し
た
と
き
、
部
ち
か
玉
る
議
決
樺
操
作
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
決
議
の
結
果
が
異
な
っ
た
で
あ
ろ
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う
と
き
は
、
そ
の
決
議
は
無
効
と
さ
れ
る
（
八
）
。

　
最
後
に
、
違
法
自
己
株
式
の
買
入
と
取
締
役
の
責
任
が
あ
る
。
自
己
株
式
の
買
入
も
會
肚
業
務
執
行
の
一
で
あ
る
か
ら
、
不
営
纒
誉
に

よ
る
取
締
役
の
責
任
の
生
じ
る
の
は
當
然
で
あ
り
、
取
締
役
は
制
定
法
に
違
反
し
て
資
本
か
ら
自
己
株
式
を
會
肚
に
買
入
れ
せ
し
め
た
、

又
は
不
正
義
不
公
正
の
原
因
と
な
つ
た
こ
と
に
つ
き
責
任
を
間
わ
れ
る
。
此
慮
で
も
亦
株
主
の
場
合
と
同
様
に
、
そ
の
責
任
は
誰
の
た
め

の
も
の
で
あ
る
か
に
つ
き
到
例
に
雫
が
あ
る
（
九
）
。

（
一
）

（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
五
）

（
六
）

（
七
）

（
八
）

（
九
）

㊨1

　
株
式
は
一
度
び
護
行
さ
れ
る
と
自
由
に
譲
渡
し
得
る
性
質
印
ち
換
貨
可
能
性
を
有
す
る
。

請
に
關
す
る
使
命
を
果
し
た
も
の
で
あ
り
、

に
慮
分
出
來
る
。
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自
己
株
式
適
法
買
入
の
効
果

取
得
自
己
株
式
の
地
位
f
ー
杜
内
株

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
然
も
適
法
に
取
得
す
る
株
式
は
既
に
資
本
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
從
つ
て
新
株
の
獲
行
と
は
異
な
り
一
罐
筐
目
葺
①
餌
呂
壁
貯
讐
6
0
器
の
た
め
に
は
自
由

　
　
　
　
一
般
法
則
の
下
で
は
、
會
肚
は
適
法
に
取
得
し
た
自
己
株
式
を
、
消
却
し
て
未
獲
行
授
灌
株
式
の
地
位
に
戻
す
か
、
杜



内
株
實
臼
霊
昌
の
8
鼻
即
ち
襲
行
濟
に
し
て
會
肚
の
有
す
る
費
却
出
來
る
株
式
と
し
て
所
有
す
る
か
の
選
澤
椹
　
8
江
自
を
有
す

る
（
一
）
Q

　
然
し
ア
メ
リ
カ
で
は
會
祉
と
株
主
と
の
關
係
は
契
約
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
株
式
は
そ
の
契
約
よ
り
生
じ
る
會
肚
企
業
に
於
け
る
灌
利
の

坦
位
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
二
）
。
從
つ
て
自
己
株
式
を
肚
内
株
と
し
て
所
有
す
る
場
合
も
、
會
肚
は
契
約
の
爾
常
事
者
の
資
格
が
蹄

一
し
た
欺
態
に
あ
り
、
又
自
ら
の
構
成
員
或
は
所
有
者
と
な
り
得
な
い
。
會
杜
は
自
分
自
身
か
ら
由
來
す
る
灌
利
を
有
す
る
こ
と
は
出
來

な
い
。
故
に
、
肚
内
株
は
議
決
灌
、
配
當
請
求
権
、
淺
餓
財
産
分
配
請
求
灌
・
て
の
他
の
灌
利
を
有
し
な
い
。
會
肚
は
そ
れ
ら
の
権
利
を
行

使
し
得
な
い
（
三
）
。
そ
れ
は
會
肚
の
た
め
の
受
託
者
實
霧
富
①
の
有
す
る
株
式
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
（
四
）
。
從
つ
て
総
會
決
議
に
つ

い
て
は
、
會
杜
は
株
主
敷
に
、
肚
内
株
に
慮
じ
る
議
決
灌
敷
は
全
議
決
灌
敷
に
算
入
さ
れ
な
い
（
五
）
。

　
次
に
、
自
由
な
換
貨
可
能
性
に
著
目
し
て
、
肚
内
株
は
資
産
器
8
富
と
し
て
取
扱
わ
れ
得
る
と
す
る
判
例
が
あ
る
が
（
六
）
、
換
貨
可

能
性
は
（
獲
行
に
關
す
る
制
限
を
除
け
ば
）
未
獲
行
株
式
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
會
祉
が
支
沸
不
能
と
な
れ
ば
失
わ
れ
、

債
構
者
に
と
つ
て
耽
内
株
は
無
贋
値
と
な
る
（
七
）
。
と
も
か
く
肚
内
株
は
現
存
資
産
震
窃
①
旨
器
ω
再
で
は
な
く
、
そ
の
株
式
を
買
わ
ん

と
す
る
者
あ
る
と
き
に
新
し
い
財
貨
を
獲
得
出
來
る
可
能
性
o
署
a
9
艮
蔓
に
す
ぎ
な
い
（
八
）
。
制
定
法
も
、
肚
内
株
は
配
當
、
自
己
株

式
の
買
入
及
び
そ
の
他
株
主
に
封
す
る
分
配
に
使
用
し
得
る
剰
鯨
金
の
計
算
上
資
産
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
旨
の
明
文
の
規
定
を
置
く
も

の
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
（
九
）
（
一
〇
）
。
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閃
毘
餌
葺
ぎ
P
o
マ
6
ぴ
潔
一
〇
〇
鳩
ぢ
o
o
9
ω
ε
ぎ
霧
｝
o
マ
含
酔
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頚
oo
や
箪
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評
一
一
き
一
ぎ
ρ
ε
■
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9
ω
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茸
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漁
8
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O
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O
o
曇
O
o
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o
資
刈
鮮
一
＝
oご
仁
の
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O
o
巷
、
湊
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陣
ゆ
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b
焦
》
ぎ
O
Φ
q。
Φ
言

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
蹴
己
株
式
の
買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九



ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
置
入
取
得

一
五
〇

吻
O
q
モ
日
本
商
法
二
四
一
H
。

　
然
し
實
業
界
で
は
、
鮭
内
株
殊
に
償
還
基
金
の
た
め
に
厨
有
す
る
敢
内
株
に
封
し
て
配
當
す
る
こ
と
が
あ
る
。
配
常
と
し
て
分
配
さ
れ
た
利
盆
は
、
當

期
又
は
前
期
の
牧
入
又
は
剰
蝕
金
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
眞
實
の
牧
入
又
は
剰
像
金
に
影
蓼
し
な
い
。
借
方
記
帳
象
疹
は
臼
o
身

　
に
等
し
く
從
つ
て
室
記
帳
零
窃
ザ
o
真
昌
に
な
る
。
詮
券
取
引
委
員
曾
（
ψ
中
ρ
＞
0
8
琶
該
夷
留
ユ
窃
男
9
＄
器
2
0
ひ
）
は
勿
論
の
こ
と
、
ア

　
メ
リ
ヵ
會
計
士
協
會
（
＞
・
一
》
＞
0
8
琶
ユ
躍
幻
①
器
貰
9
國
巳
一
＆
昌
2
0
」
）
も
肚
内
株
へ
の
配
當
は
牧
入
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
し

　
て
い
る
。
O
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℃
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憩
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⊥
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（
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）

（
七
）

　
（
八
）

　
（
九
）

（
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〇
）
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帥
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什
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●
O
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o
伽
ユ
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ン
一
ω
ω
毛
一
の
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畠
一
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〇
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oo
O
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導
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O
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潟
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ぼ
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9
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①
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国
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お
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●
同
糞
o
昌
9
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〇
昌
巴
ω
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〈
R
O
o
‘
目
8
（
泣
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置
評
o
鴇
。
σ
q
一
嵩
（
淫
）
に
ω
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O
餌
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O
o
ぢ
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O
o
山
o
吻
嵩
藤
”
H
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琶
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O
o
周
や
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9
吻
励
ヨ
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ω
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富
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●
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一
・
O
窪
・
O
o
壱
●
ピ
”
多
㈱
臼
》

守
一
一
帥
暑
ぎ
P
o
や
o
罫
マ
①
嵩
は
全
て
の
取
得
自
己
株
式
を
未
登
行
授
樫
株
と
す
れ
ば
杜
内
株
を
め
ぐ
る
不
必
要
な
3
博
ゴ
ま
9
ユ
8
は
さ
け

ら
れ
る
と
主
張
す
る
●

　
。
納
肚
内
株
の
會
計
庭
理

　
0
ゆ
　
肚
内
株
の
計
上
方
法

　
肚
内
株
の
資
産
の
部
へ
の
計
上
に
つ
い
て
は
、
そ
の
資
産
性
の
否
定
と
共
に
、
一
、
そ
れ
が
剰
鯨
金
よ
り
の
み
買
入
れ
得
る
こ
と
は
資

産
と
し
て
の
計
上
の
否
定
で
あ
り
、
資
産
と
し
て
の
計
上
は
買
入
前
の
剰
餓
金
額
の
存
績
を
示
し
、
明
白
な
法
の
目
的
に
反
す
る
。
（
一
）

二
、
惰
己
株
式
の
買
入
は
實
質
上
は
配
常
と
同
じ
く
資
産
の
分
配
で
あ
り
、
資
産
と
し
て
の
計
上
は
、
そ
の
経
濟
的
及
び
法
律
的
効
果
を



曲
げ
る
と
さ
れ
る
（
二
）
。

　
ア
メ
リ
カ
會
計
士
協
會
は
、
批
内
株
は
「
會
駐
設
立
の
州
及
び
他
の
事
情
の
要
求
に
從
い
、
券
面
額
又
は
費
用
（
取
得
贋
額
）
に
よ
り
、

資
本
又
は
剰
鯨
金
又
は
そ
の
爾
者
か
ら
の
控
除
と
し
て
計
上
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
も
肚
内
株
が
貸
借
封
照
表
の
資
産
の
部
に
計
上
さ

れ
る
と
き
は
、
表
中
又
は
脚
註
に
か
瓦
る
取
扱
を
正
常
化
す
る
事
情
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
ど
（
三
）
と
し
、
謹
券
取
引
委
員
會
も
、
控
除

額
に
記
載
額
ω
貫
富
住
く
巴
幕
（
無
額
面
株
式
に
し
て
定
款
又
は
附
属
定
款
に
そ
の
最
低
襲
行
債
額
を
定
め
ら
れ
た
そ
の
債
額
）
を
加
え
る

の
み
で
全
く
同
じ
態
度
を
と
る
（
四
）
。
職
員
・
從
業
員
の
た
め
又
は
他
の
特
別
な
目
的
の
た
め
に
就
内
株
を
所
有
す
る
時
は
、
そ
の
事
實

を
表
中
又
は
脚
註
に
開
示
す
れ
ば
、
資
産
の
部
に
計
上
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
然
し
脚
註
で
の
説
明
に
も
か
』
わ
ら
ず
、
謹
雰
取
引

委
員
會
に
よ
り
説
明
不
備
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
例
が
あ
り
（
五
）
、
完
全
な
開
示
の
要
求
は
所
詮
か
曳
る
操
作
の
正
し
く
な
い
こ
と

の
謹
明
で
あ
る
（
六
）
。

　
次
に
控
除
方
法
と
し
て
從
來
一
般
に
於
い
て
も
探
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
（
七
）
右
の
誰
券
取
引
委
員
會
の
財
務
諸
表
準
則
に
よ
る
方

法
が
あ
る
、

　
ω
資
本
か
ら
券
面
額
又
は
記
載
額
を
控
除
し
、
買
入
贋
格
と
の
差
額
を
計
上
す
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
の
要
件
で
あ
る
手
績

を
踏
ま
な
い
で
資
本
減
少
の
表
示
を
な
す
。
充
分
な
剰
餓
金
が
な
い
と
き
に
は
遽
法
な
減
資
の
容
認
と
な
る
。
買
人
に
は
剰
鯨
金
の
使
用

が
要
件
で
あ
る
の
に
そ
れ
を
示
さ
な
い
。
等
々
の
反
甥
が
あ
る
（
八
）
。
然
し
こ
の
跳
に
つ
い
て
は
買
入
贋
額
に
あ
た
る
剰
鯨
金
を
一
種
の

資
本
剰
餓
金
と
し
て
凍
結
或
は
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
修
正
出
來
る
（
九
）
。
だ
が
こ
の
方
法
は
控
除
額
に
關
し
純
粋
無
額
面
株
式
の
買
入

の
場
合
に
は
計
上
不
能
と
な
る
訣
瓢
が
あ
る
（
一
〇
）
。

　
ω
　
剰
蝕
金
か
ら
の
控
除
は
、
剰
鯨
金
か
ら
の
買
入
を
、
那
す
適
嘗
な
方
法
で
あ
る
（
二
）
。
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
買
人
贋
額
と
雰
面
額
・

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
欝
己
株
式
の
買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一



　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
獣
己
株
式
の
買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二

記
載
額
と
の
差
異
、
ま
た
純
粋
無
額
面
株
式
の
買
入
の
場
合
に
も
計
上
は
可
能
で
あ
る
。
明
文
を
以
て
こ
の
會
計
方
法
を
定
め
る
制
定
法

も
あ
る
（
二
一
）
。

　
国
　
資
本
と
剰
蝕
金
と
の
合
計
額
か
ら
の
控
除
方
法
は
、
通
常
の
自
己
株
式
の
買
入
の
計
上
の
み
で
な
く
、
資
本
か
ら
償
還
株
式
が
償

還
さ
れ
た
場
合
（
一
三
）
の
計
上
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
慣
行
と
し
て
一
般
的
な
傾
向
と
な
る
と
い
わ
れ
る
（
一
四
）
。

　
（
一
）

　
（
二
）

　
（
三
）

　
（
四
）

　
（
五
）

　
（
六
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（
七
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八
）

　
（
九
）
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〇
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一
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）

へ
一
二
）

　
　
額
に
つ
き
、

　
　
と
を
要
求
し
て
い
る
。

（
一
三
）

　
　
槽
を
有
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椹
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国
一
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一
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」
び
箆
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問
ぎ
器
ざ
o
℃
●
9
件
●
ウ
に
一
．

矢
澤
前
掲
「
計
上
方
法
」
九
八
頁
。

男
一
ロ
昌
o
事
o
や
9
伊
唱
℃
●
置
O
～
一
。

国
昌
莞
ざ
o
や
o
一
齢
●
唱
’
一
命
～
もo
｝
閃
鎖
＝
き
ユ
幕
し
げ
算

蜜
一
3
●
ω
婁
切
》
き
●
省
O
（
ゲ
）
は
自
己
株
式
取
得
の
効
果
を
、
剰
録
金
か
ら
の
買
入
債
額
の
控
除
の
方
法
又
は
そ
の
取
得
に
要
し
た
剰
像
金
の

　
　
　
そ
れ
が
利
盆
配
営
、
自
己
株
式
の
買
入
ユ
、
の
他
の
目
的
に
使
用
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ
う
に
剰
飴
金
勘
定
を
分
類
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
8
8
鼠
●
0
9
一
。
O
o
壱
O
o
島
㊦
跡
旨
8
・

償
還
株
式
に
つ
い
て
は
、
制
定
法
す
ら
償
還
の
封
償
の
支
彿
に
よ
り
丈
彿
不
能
と
な
つ
た
り
又
は
そ
の
株
式
と
同
蝶
叉
は
そ
れ
以
上
の
清
算
優
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
本
に
よ
る
償
還
を
も
認
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
兀
來
償
還
株
式
に
よ
る
資
本
は
償
還
さ
れ
る
資
本
で
あ
る



　
か
ら
と
さ
れ
る
。
穿
葎
三
ぎ
9
0
や
。
算
マ
①
5
矢
澤
淳
「
株
式
の
滑
却
」
松
本
認
念
論
交
集
三
六
六
頁
。

　
O
卑
一
●
O
o
む
・
O
o
8
鍛
ミ
8
ミ
O
oo
一
一
F
ω
島
．
＞
g
旗
認
埴
客
イ
ω
δ
9
0
0
∈
い
即
毛
吻
鱒
o
o
●

（
一
四
）
　
矢
澤
、
前
掲
「
計
上
方
法
」
一
〇
〇
頁
。
　
ω
R
げ
節
≦
卑
崔
0
9
0
や
o
ぎ
マ
8
野

　
⑨
　
肚
内
株
賞
却
の
計
上
方
法

　
ま
ず
責
却
に
よ
る
差
釜
の
庭
分
に
つ
い
て
は
、
資
本
剰
飴
金
勘
定
に
操
入
れ
ら
る
べ
し
と
す
る
の
が
會
計
學
者
の
通
読
で
あ
る
（
一
）
。

一
九
三
八
年
四
月
八
口
に
ア
メ
リ
カ
會
計
士
協
會
が
獲
表
し
た
會
計
手
績
委
員
會
8
旨
旨
冨
①
睾
8
8
§
低
凝
質
0
8
身
冨
の
報
告

に
よ
る
と
、
「
肚
外
株
の
純
資
産
贋
値
ロ
魯
器
ω
9
〈
巴
琴
は
自
己
株
式
の
買
入
・
消
却
に
よ
り
増
加
又
は
減
少
さ
れ
る
が
、
こ
の
行
爲

は
會
肚
の
o
巷
津
巴
に
關
連
す
る
の
で
あ
つ
て
、
會
肚
の
利
盆
又
は
損
失
を
齋
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
從
つ
て
⑥
自
己
株
式
の
買
入
・
泊

却
及
び
そ
の
後
の
新
株
獲
行
と
㈲
自
己
株
式
の
買
入
及
び
費
却
と
の
問
に
實
質
的
な
差
異
は
な
い
。
」
と
さ
れ
、
更
に
同
年
誼
券
取
引
委
員

會
は
、
同
一
の
論
理
を
辿
つ
て
、
「
自
己
株
式
の
取
得
・
費
却
よ
り
生
じ
る
剰
蝕
金
が
9
風
寅
一
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
論
理
的
理
由
は
な
い
。
」
と
し
て
共
に
費
却
差
盆
は
事
情
に
從
い
資
本
9
豆
寅
一
9
0
畠
又
は
資
本
剰
鯨
金
o
碧
潔
巴
ω
琴
覧
臣
と
し

て
慮
理
さ
る
べ
し
と
し
た
（
二
）
。
然
し
こ
の
會
計
方
法
に
從
い
な
が
ら
も
、
嘗
て
ア
メ
リ
カ
會
計
士
協
會
の
會
長
で
あ
つ
た
男
●
鋸
自
－

茜
o
営
o
蔓
そ
の
他
は
右
の
㈲
㈲
問
の
無
差
別
を
不
明
で
あ
る
と
し
、
株
式
費
却
に
よ
る
差
盆
は
自
己
株
式
の
場
合
た
る
と
他
砒
株
式
の
場

合
た
る
と
は
何
等
の
差
別
な
く
、
共
に
利
盆
で
あ
り
會
肚
の
9
且
冨
一
は
影
響
さ
れ
な
い
。
從
つ
て
差
盆
は
獲
得
剰
鯨
金
と
し
て
虜
理
さ

れ
る
方
の
が
健
全
な
會
計
方
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
三
）
。

　
次
に
費
却
贋
額
が
買
入
贋
額
に
等
し
い
場
合
。
通
説
に
よ
れ
ば
責
却
贋
額
だ
け
剰
蝕
金
又
は
獲
得
剰
鹸
金
が
増
加
し
又
は
そ
の
制
限
・

凍
結
が
解
除
さ
れ
る
（
四
）
。
然
し
資
本
が
攣
化
し
な
い
貼
を
除
い
て
は
、
肚
内
株
の
費
却
は
新
株
の
獲
行
と
同
覗
す
る
立
場
か
ら
、
賞
却

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
向
己
株
式
の
買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三



　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
四

差
盆
と
同
様
に
沸
込
剰
鯨
金
と
す
る
読
が
あ
る
（
五
）
。

　
ま
た
費
却
に
よ
る
差
損
は
結
局
剰
鹸
金
又
は
獲
得
剰
餓
金
に
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
何
れ
も
な
お
存
在
す
る
場

合
に
は
説
分
れ
る
。
尤
も
資
本
剰
蝕
金
が
自
己
株
式
の
買
入
に
使
用
出
來
な
い
州
で
は
、
差
損
は
獲
得
剰
鯨
金
に
課
せ
ら
れ
る
の
は
當
然

で
あ
ろ
う
。
然
し
、
資
本
剰
蝕
金
も
含
み
剰
鯨
金
一
般
が
自
己
株
式
の
買
入
に
使
用
し
得
る
と
こ
ろ
で
も
、
差
損
は
實
質
的
に
は
株
主
へ

の
資
産
の
分
配
に
外
な
ら
な
い
か
ら
獲
得
剰
餓
金
に
課
せ
と
の
説
と
、
之
に
反
し
、
資
本
剰
鹸
金
も
斯
」
る
分
配
に
使
用
し
得
る
こ
と

と
、
差
盆
を
資
本
剰
鯨
金
に
繰
入
れ
、
差
損
を
獲
得
剰
蝕
金
に
課
す
る
の
は
論
理
的
で
な
い
と
し
て
資
本
剰
鯨
金
に
課
せ
と
の
説
に
分
れ

る
（
六
）
。

　
な
お
費
却
の
場
合
の
計
上
方
法
に
つ
い
て
の
立
法
例
と
し
て
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
會
肚
法
第
一
七
一
四
條
一
項
三
段
は
、
責
却
封
贋

は
費
却
に
よ
り
純
資
産
が
資
本
額
を
超
え
る
限
度
に
於
い
て
沸
込
剰
鯨
金
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
の
立
法
趣
旨
は
、
第

一
に
獲
得
剰
盤
金
に
な
る
と
す
れ
ば
、
再
び
そ
の
額
だ
け
の
自
己
株
式
取
得
可
能
性
が
増
加
し
、
取
締
役
は
こ
の
操
作
の
反
覆
に
よ
り
自

己
株
式
の
投
機
を
な
す
こ
と
が
出
來
る
か
ら
と
し
、
第
二
は
資
本
取
引
と
損
盆
取
引
と
を
匠
別
す
る
考
え
方
に
ょ
る
。
之
に
反
し
、
イ
リ

ノ
イ
州
法
の
解
繹
と
し
て
は
全
て
獲
得
剰
蝕
金
に
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
七
）
。

（
一
）
　
国
”
言
ざ
o
や
o
一
鉾
り
一
竃
●

（
二
）
幻
o
窓
昌
o
剛
浮
0
8
3
且
菖
8
8
零
8
旨
4
馨
一
昌
α
q
冥
o
o
＆
弩
o

　
勾
o
一
＄
。
。
①
2
9
9
0
霊
ぎ
O
器
箆
ぎ
頓
2
0
や
魯
●
娼
●
一
〇
〇
●

（
三
）
　
客
0
5
茜
o
g
o
q
り
o
や
o
一
ρ
ウ
器
9

（
四
）
男
汐
器
ざ
チ
箆
。

（
五
）
　
矢
澤
前
掲
「
計
上
方
法
」
一
〇
二
頁
o

魯
●
冒
ζ
8
茜
o
ヨ
o
蔓
o
や
。
ぎ
嬉
。
o
o
o
o
q
～
9
諺
。
8
g
鼻
ぎ
α
q
ω
o
は
8



　
　
（
六
）
　
切
ぎ
昌
o
ざ
幽
玄
（
ご
ζ
o
”
茜
◎
p
5
蔓
o
や
o
算
一
）
。
ω
8
に
よ
れ
ば
、
祉
内
株
賓
却
に
よ
る
差
損
は
、
差
盆
に
よ
る
剰
蝕
金
あ
る
と
き
は
そ
れ
に
、

　
　
も
し
な
き
と
き
は
獲
得
剰
蝕
金
に
課
す
。
何
故
な
ら
か
』
る
差
損
を
磁
外
株
褒
行
の
佛
込
剰
飴
金
に
課
す
の
は
不
當
で
あ
り
、
批
内
株
賓
却
に
よ
る
梯

　
　
込
剰
蝕
金
に
課
す
の
は
要
賞
で
あ
る
。

　
　
（
七
）
　
矢
澤
前
掲
「
計
上
方
法
」
一
〇
一
～
二
頁
。

　
㈹
　
吐
内
株
浦
却
の
計
上
方
法

既
述
の
如
く
、
會
肚
は
肚
内
株
の
費
却
、
消
却
を
な
し
得
る
が
、
株
式
の
浦
却
が
減
資
の
効
果
を
生
ず
る
の
は
法
に
よ
り
容
認
さ
れ
た

正
規
の
手
績
を
経
た
と
き
に
限
る
。
從
つ
て
適
法
な
手
績
に
よ
ら
ぬ
肚
内
株
の
消
却
は
、
そ
の
敷
の
獲
行
濟
株
式
を
減
ず
る
だ
け
の
み
で

あ
り
資
本
の
減
少
と
は
な
ら
な
い
。
會
計
庭
理
の
方
法
と
し
て
は
胤
内
株
敷
の
減
少
及
び
剰
絵
金
の
減
少
の
確
定
の
表
示
を
以
て
足
り
る
。

　
〔
注
〕
適
法
な
手
績
に
從
い
雰
面
額
・
記
載
額
又
は
干
均
資
本
繰
入
額
或
は
そ
の
株
式
の
資
本
繰
入
額
だ
け
減
資
が
な
さ
れ
た
場
合

　
に
、
そ
れ
を
買
入
便
額
と
の
關
係
は
費
却
の
場
合
と
同
じ
く
問
題
に
な
る
。

　
　
減
資
額
が
買
入
贋
額
よ
り
大
な
る
と
き
は
、
そ
の
差
額
は
沸
込
剰
餓
金
短
寧
冒
鶏
唇
冨
ω
・
減
資
剰
蝕
金
S
且
寅
一
窪
巷
冒
ω
坤
o
目

　
8
身
o
菖
9
亀
雪
暮
a
o
昌
一
冨
一
℃
8
匹
琴
ユ
自
望
壱
冒
ω
と
さ
れ
る
が
、
減
資
額
が
買
入
償
額
よ
り
小
な
る
と
き
は
、
そ
の
差
額
は

　
獲
得
剰
餓
金
に
課
す
る
読
と
に
分
れ
る
（
一
）
。

　
　
最
後
に
減
資
額
と
買
入
贋
額
と
等
し
き
部
分
に
つ
い
て
は
、
買
入
贋
額
に
相
當
す
る
剰
餓
金
の
復
活
及
び
制
限
凍
結
の
解
除
あ
り
や

　
否
や
の
二
説
生
じ
る
。
霞
●
国
議
●
O
o
壱
。
湊
9
ゆ
鷲
（
屏
y
9
障
（
餌
）
の
解
繹
と
し
て
は
此
を
肯
定
し
、
O
箪
O
o
唇
●
O
o
号
霧

　
嵩
8
”
一
霧
の
解
繹
と
し
て
は
否
定
す
る
（
二
）
。

　
　
（
一
）
コ
馨
睾
。
や
魯
も
●
置
9
鑑
ご
o
糞
α
q
o
ヨ
。
9
0
や
魯
も
る
o。
・
前
項
註
㈹
と
同
旨
。

　
　
（
二
）
　
矢
澤
前
掲
「
計
上
方
法
」
一
〇
五
頁
。

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
ヵ
に
於
廿
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五



ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
白
己
株
式
の
買
入
取
得

一
五
六

三
　
あ
　
と
　
が

き

　
右
の
如
き
ア
メ
リ
カ
法
則
と
比
較
す
る
と
き
、
我
商
法
の
立
場
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
則
と
同
じ
く
、
鯨
り
に
狭
隆
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

少
く
と
も
獲
得
剰
蝕
金
則
ち
純
利
盆
よ
り
す
れ
ば
自
己
株
式
の
買
入
は
認
め
ら
れ
て
も
よ
い
よ
う
に
思
え
る
。
又
投
機
行
爲
の
豫
防
手
段

と
し
て
立
法
に
基
く
行
政
監
督
及
び
株
式
取
引
所
の
態
度
は
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
上
場
會
肚
に
於
い
て
も
上
場
軍
位
に
満
た
な
い
株
式

の
所
有
者
　
　
從
業
員
持
株
制
度
に
多
く
件
う
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
ー
か
ら
の
買
入
に
つ
い
て
も
、
市
場
か
ら
か
、
直
接
株
主
か

ら
か
の
差
の
み
で
あ
り
、
等
し
く
監
督
の
封
象
と
な
り
得
よ
う
。
た
g
か
』
る
買
入
の
場
合
に
取
引
の
規
模
に
於
い
て
小
さ
い
と
き
は
、

行
爲
毎
の
事
後
の
報
隼
∵
ー
爾
後
の
監
督
の
た
め
に
ー
を
な
す
を
以
て
足
り
よ
う
。
又
非
公
開
の
會
肚
に
於
い
て
は
、
株
主
問
の
人
的

關
係
の
あ
つ
さ
に
ょ
り
自
づ
と
規
制
が
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
は
、
株
主
総
會
の
同
意
を
要
件
と
す
る
こ
と
に
よ
り
不
常
と
は
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
「
商
法
と
企
業
會
計
原
則
と
の
調
整
に
關
す
る
意
見
書
」
（
昭
和
二
六
年
八
月
一
日
経
濟
安
定
本
部
企
業
會
計
基
準
審
議
會
中
岡
報

告
）
第
十
一
は
通
説
（
一
）
を
否
定
し
、
資
産
の
部
へ
の
計
上
の
代
り
に
資
本
の
部
に
控
除
の
形
式
で
表
示
せ
し
め
る
こ
と
を
主
張
し
、
そ

の
理
由
は
自
己
株
式
は
他
の
有
償
讃
券
と
は
全
く
資
産
性
を
異
に
す
る
と
の
み
述
べ
そ
の
説
明
に
訣
け
る
。
又
第
十
二
の
五
e
で
は
自
己

株
式
の
資
却
盆
は
資
本
準
備
金
と
せ
よ
と
し
、
理
由
と
し
て
自
己
株
式
の
費
却
盆
は
所
有
有
贋
謹
券
の
費
却
盆
と
は
全
く
性
質
を
異
に
し
、

株
主
の
沸
込
金
の
一
部
で
あ
り
額
面
超
過
金
と
本
質
を
同
じ
く
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
此
は
上
述
の
如
く
ア
メ
リ
ヵ
に
各
相
嘗
す
る
も
の

を
見
る
。
然
し
、
自
己
株
式
の
慮
分
を
廣
汎
に
會
杜
に
許
し
、
會
肚
が
軍
に
獲
行
濟
と
し
て
所
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
ア
メ
リ
ヵ
と
、
長

く
自
己
株
式
の
所
有
を
許
さ
な
い
我
國
と
で
は
同
一
に
論
じ
る
こ
と
は
難
か
し
い
。



　
た
と
え
會
肚
が
営
業
を
纏
績
し
て
い
る
限
り
自
己
株
式
は
資
産
性
を
有
し
換
債
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
長
期
に
亙
つ
て
之
を
資
産
と

し
て
評
贋
し
所
有
す
る
こ
と
は
、
會
肚
が
支
沸
不
能
と
な
れ
ば
株
式
は
無
贋
値
と
な
る
か
ら
、
甚
々
危
瞼
で
あ
る
。
然
し
商
法
第
二
一
一

條
の
相
當
の
時
期
と
は
直
ち
に
で
は
な
い
が
出
來
る
だ
け
早
く
の
意
味
で
あ
り
、
か
玉
る
短
期
問
に
慮
分
換
貨
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
前
提

と
し
、
且
つ
必
要
性
に
基
き
取
得
さ
れ
る
自
己
株
式
は
、
繰
延
費
用
又
は
資
産
8
庸
段
a
o
鼠
茜
窃
段
器
紹
什
ω
と
そ
の
性
資
が
類
似

す
る
。
も
し
も
又
支
沸
不
能
を
前
提
と
し
て
資
産
性
を
論
じ
る
な
ら
ば
、
會
肚
の
資
産
は
全
て
慮
分
債
額
に
よ
り
評
贋
さ
れ
ね
ば
な
る
ま

い
。
然
る
に
縫
績
企
業
讐
言
ひ
q
8
ロ
8
彗
の
原
則
か
ら
繰
延
費
用
の
資
産
性
を
強
調
し
な
が
ら
（
二
）
、
か
』
る
自
己
株
式
の
資
産
性
を

否
定
す
る
の
は
論
理
的
に
矛
盾
で
あ
る
（
三
）
。

　
又
費
却
差
益
を
沸
込
金
の
一
部
と
す
る
考
へ
方
を
進
め
れ
ば
、
差
損
の
生
じ
る
責
却
は
資
本
の
充
實
を
害
す
る
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
か
よ
う
に
し
て
「
意
見
書
」
の
計
上
方
法
は
現
行
法
の
下
で
は
そ
の
意
義
を
有
せ
ず
、
又
買
入
取
得
を
認
め
る
場
合
と
し
て
は
、
ア
メ

リ
カ
に
於
い
て
は
か
』
る
計
上
方
法
に
封
し
て
前
述
の
如
く
批
到
が
な
さ
れ
る
の
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
同
じ
く
「
意
見
書
」
第
十
一
は
自
己
株
式
え
の
利
盆
配
當
を
否
定
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
之
に
反
し
、
我
國
の
通
説
は
肯

定
的
で
あ
り
（
四
）
、
そ
の
會
計
方
法
に
よ
り
投
資
者
に
誤
解
を
生
ず
し
め
な
い
た
め
に
は
、
自
己
株
式
に
封
す
る
配
堂
を
直
接
利
盆
剰
蝕

金
に
組
入
れ
し
め
れ
ば
よ
い
と
し
て
い
る
（
五
）
。
然
し
計
上
方
法
の
問
題
と
す
る
よ
り
も
、
寧
ろ
法
理
論
的
に
は
、
自
盆
灌
も
停
止
す
る

と
の
読
（
六
）
、
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
の
立
場
が
安
當
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
一
）
通
説
は
贅
産
と
し
、
そ
の
詳
債
方
法
は
別
段
の
取
扱
の
要
な
く
、
有
債
謹
券
一
般
の
評
慣
方
法
帥
ち
他
の
株
主
の
有
す
る
株
式
と
同
様
に
時
債
に

　
よ
る
。
大
森
前
掲
九
八
O
頁
、
大
佳
會
杜
會
計
の
法
的
考
察
昭
和
二
七
年
一
〇
七
頁
。
從
つ
て
取
引
所
の
相
場
あ
る
場
合
に
は
決
算
期
前
一
ケ
月
の
雫

　
　
ア
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七



　
　
ア
メ
ゾ
カ
に
於
け
る
自
己
株
式
の
買
入
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
八

均
債
額
以
下
と
な
る
（
商
二
八
五
條
）
。

財
務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
關
す
る
規
則
」
（
昭
二
五
年
誰
取
規
期
｝
八
號
）
は
、
自
己
株
式
は
流
動
資
産
に
馬
す
る
も
の
と
し
（
一

㊦
條
）
、
「
肖
己
株
式
」
と
い
う
名
稽
を
附
し
た
科
目
で
他
の
有
慣
諦
券
と
塵
別
し
て
掲
記
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
（
一
二
條
1
）
。
な
お
妻
瀞
・

昌
o
q
①
器
冒
㈱
一
曽
（
一
）
＞
昌
一
9
吻
一
〇〇
ω
●
ω
●

（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
五
）

（
六
）主

た
る
以
上
は
自
盆
槽
、

主
た
り
得
ぬ
か
ら
と
し
て
一
切
の
樫
利
を
否
定
す
る
。

「
意
見
書
」
第
十
　
な
お
同
第
十
三
参
照
。

大
住
前
娼
一
一
〇
頁
。

大
濱
前
掲
一
七
九
頁
・
田
中
（
耕
）
前
掲
四
四
一
頁
・
田
中
（
誠
）
前
娼
二
二
二
頁
・
松
田
前
掲
一
六
六
頁
な
お
大
住
前
掲
一
一
二
頁
。

大
住
前
掲
一
一
一
頁
。

大
森
前
掲
（
九
四
七
～
八
・
九
六
〇
～
一
）
は
、
株
式
の
厨
有
濟
た
る
こ
と
に
よ
り
諸
種
の
横
利
義
務
職
務
職
擢
を
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
株

　
　
　
　
　
　
　
　
共
盆
穗
の
す
べ
て
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
株
主
で
な
け
れ
ぱ
此
等
の
す
べ
て
を
有
し
得
な
い
。
”
然
る
に
會
敢
は
自
己
株


